
 ― ０ ―

 

 

 

 

 

 平成２２年第２回定例会 
              （第 ８ 日 目） 

 

 

 

津 別 町 議 会 会 議 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ― １ ―

 

平成２２年第２回 津別町議会定例会会議録 

 

 

招 集 日  平成２２年 ３月 ５日 

 

場  所  津別町議会議事堂 

 

開会日時  平成２２年 ３月１７日  午前１０時００分 

 

延会日時  平成２２年 ３月１７日  午後 ３時４７分 

 

議  長  鹿 中 順 一 

 

副 議 長  篠 原 眞稚子 

 

議員の応召、出席状況 

議席

番号 
氏   名 

応 召不応召 出席 

状況 

議席 

番号 
氏   名 

応 召不応召 出席 

状況 

１ 乃 村 吉 春 ○ ○ ６ 白 馬 康 進 ○ ○ 

２ 谷 川 忠 雄 ○ ○ ７ 藤 原 英 男 ○ ○ 

３ 茂呂竹 裕 子 ○ ○ ８ 山 内   彬 ○ ○ 

４ 村 田 政 義 ○ ○ ９ 篠 原 眞稚子 ○ ○ 

５ 鳥 本  樹 ○ ○ １０ 鹿 中 順 一 ○ ○ 

 

 

 

 

 

 



 ― ２ ―

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（イ）執行機関の長等 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

町 長 佐 藤 多 一 ○ 監 査 委 員 幾 世 橋 良 三 ○ 農業委員会委員長   選挙管理委員会委員長   教育委員会委員長      

 

（ロ）委任または嘱託 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

副 町 長 佐 藤 正 敏 ○ 教 育 長 阿 部 博 道 ○ 

総 務 課 長 林  伸 行 ○ 学 校 教 育 課 長 椛 木 義 樹 ○ 

総 務 課 主 幹 房 田 敏 彦 ○ 社 会 教 育 課 長 徳 田 博 一 ○ 

行政経営推進室長 金 一  昇 ○ 農業委員会事務局長 酒 井  操 ○ 

企 画 財 政 課 長 斉 藤 善 己 ○ 農業委員会事務局次長 深 田 知 明 ○ 

企画財政課主幹 石 橋 吉 伸 ○ 選 管 局 長 林  伸 行 ○ 

住 民 生 活 課 長 長 良 英 俊 ○ 選 管 次 長 房 田 敏 彦 ○ 

住民生活課主幹 山 口 善 勝 ○ 監査委員事務局長 細 川 順 市 ○ 

保 健 福 祉 課 長 鴇 田 憲 治 ○    

保健福祉課主幹 江 草 智 行 ○    

特 養 園 長 鈴 木 悦 郎 ○    

特 養 主 幹 清 野 敏 幸 ○    

産 業 課 長 酒 井  操 ○    

産 業 課 主 幹 深 田 知 明 ○    

建 設 課 長 上 野 安 男 ○    会 計 管 理 者 土 井 玉 記 ○    総務課庶務担当主査 伊 藤 泰 広 ○    企画財政課財政主査 横 山  智 ○    

 

 

 

会議の事務に従事した者の職氏名 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

事 務 局 長 細 川 順 市 ○ 事 務 局 主 任 中 橋 育 美 ○ 

事 務 局 主 査 石 川  篤 ○    



 ― ３ ―

会 議 に 付 し た 事 件 

 

日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１   会議録署名議員の指名 

２番 谷川 忠雄 

 

３番 茂呂竹裕子 

２   諸般の報告  

３   一般質問 

 

４ 議案 ２８ 
平成２２年度津別町一般会計予算につい

て 

 

５ 〃 ２９ 
平成２２年度津別町国民健康保険事業特

別会計予算について 

 

６ 〃 ３０ 
平成２２年度津別町老人保健事業特別会

計予算について 

 

７ 〃 ３１ 
平成２２年度津別町後期高齢者医療事業

特別会計予算について 

 

８ 〃 ３２ 
平成２２年度津別町介護保険事業特別会

計予算について 

 

９ 〃 ３３ 
平成２２年度津別町介護サービス事業特

別会計予算について 

 

１０ 〃 ３４ 
平成２２年度津別町下水道事業特別会計

予算について 

 

１１ 〃 ３５ 
平成２２年度津別町簡易水道事業特別会

計予算について 

 

１２ 〃 ３６ 
平成２２年度津別町上水道事業会計予算

について 

 



 ― ４ ―

日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１３ 報告 ２ 
例月出納検査の報告について（平成２１

年度１月分） 

 

     

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 



 ― ５ ―

（午前１０時００分） 

    ◎開議の宣告 

○議長（鹿中順一君） おはようございます。本日から３日間どうぞよろしくお願い

します。 

ただいまの出席議員は全員であります。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の会議に付する議案は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鹿中順一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、議長において 

２番 谷 川 忠 雄 君    ３番 茂 呂 竹 裕 子 さん 

の両名を指名します。 

 

◎諸般の報告 

○議長（鹿中順一君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 事務局長に報告させます。 

○事務局長（細川順市君） これか諸般の報告を申し上げます。 

 本日の議事日程については、お手元に配付してあります日程表のとおりであります。

本定例会２日目の報告後から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付し

ているとおりであります。 

 本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名はお手元に配付している説明員の出

席に関する報告のとおりでありますが、職務の都合により一部に異動がる場合があり

ますことをご了承願います。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎一般質問 
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○議長（鹿中順一君） 日程第３、一般質問を行います。 

 通告の順にしたがって順次質問を許します。 

 ３番、茂呂竹裕子さん。 

○３番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 ただいま議長のお許しをいただきましたので

通告に沿って一般質問をさせていただきます。 

 まず、第一に子宮頸がん予防ワクチンを無料接種できないかという質問です。子宮

頸がんを予防するワクチンが日本でも認可されまして接種が始まっています。子宮頸

がんは２０代の女性のがんとしては発症率が乳がんを抜いて一番高いがんとなってお

り、日本でも年間１万５，０００人が発症し、約３，５００人が命を落とすという実

態があります。その原因は、ヒト・パピローマ・ウイルス（ＨＰＶ）の感染によるも

のであって、ワクチンによる予防が可能な唯一のがんであります。ＨＰＶは性交渉に

よって感染するため１０歳代の女性がワクチンの対象とされ、日本産婦人科学会や日

本小児科学会も１１歳から１４歳の女子に公費負担で接種するよう求めております。

しかし、皮下注射による３回の接種で４万円から６万円かかり、保険がきかないので

全額自己負担のため予防ができるとわかっていてもなかなか個人では踏み切れないこ

とは容易に想像がつくところです。先進３０か国では公費助成が行われており、日本

でも自治体が独自の助成を開始しております。女性特有のがんであり、女性の命と健

康に生きる権利を守ることは即命を生み出す母体の健全保持であり、予防ワクチンを

無料で接種すべきであると思いますが、町長のお考えを伺います。 

 次に、二番目です。町営住宅の整備について伺います。まず、第一番に、民間活力

の活用とはどのような方法なのかについて伺います。町長の町政方針１５ページに老

朽化が著しい町営住宅の改善を図るため、平成２０年に策定した住生活基本計画に基

づき、まちなか団地第１工区に２２年から２３年度で１８戸の町営住宅を建設する。

建設に当たっては民間活力を活用し、良質な性能の町営住宅を建設してまいりますと

あります。これまでのように町が業者に直接発注するという方法よりも今回取り入れ

ようとしているプロポーザル方式が優れているとは、どのようなことを指すのか。同

じ値段でよい住宅が手に入るとか、住宅料が安く設定できるなどのメリットがあるの

だろうと思いますが、この違いについて伺います。 
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 二番目に、住宅料の設定について、まちなか団地は歩いて暮らせるまちづくりとし

て町長の理想を具体化する第一歩だと理解しております。今後建設が進むにつれ、旭

町や髙台にお住まいの方々の住みかえが必要になってくると思います。しかし、スム

ーズな住みかえが可能であるのかどうなのか憂慮するところです。特に旭町団地は高

齢化が進み、障害や病弱な方も目立ってふえています。これまでも町は解体を計画し

たが実行できなかった経過もあり、中心街に近く住宅料も安くてよいと居住されてい

ると認識しております。それからもう１０年以上経過しており、経済的負担もさるこ

とながら引っ越しの労力も低下し、さらに住みかえは難しくなっていると推測します。

しかし、旭町団地は解体される予定で、どうしても出なければなりません。きめ細か

な交付金で３棟９戸の町有住宅を今年度建設し、受け皿をつくろうとしておりますが、

旭町団地には現在１７戸が入居していて、それでは数的にも間にあいません。経済的

な問題で入居できない場合、激変緩和など独自の減免制度を考えているのか、他地域

の住宅に引っ越さざるを得ないのか、いずれにしても引っ越しに多大な労力と経費が

新たにかかります。それらを含め高齢者が不安を膨らませないように、丁寧な説明と

きめ細かな相談に応じる姿勢も必要ではないかと思いますが、町長の見解をお伺いし

ます。 

○議長（鹿中順一君） 茂呂竹議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 それでは、茂呂竹議員のご質問にお答えしたいと

思います。 

 まず、最初の子宮頸がん予防ワクチンの無料接種の関係でございます。これ、議員

も今ずっとおっしゃられたとおりでございます。子宮頸がんにつきましては、近年２

０代後半から３０代にかけて急増いたしておりまして、若い女性の発症率が増加傾向

にあるということで、議員もただいまおっしゃられましたように毎年１万５，０００

人が子宮頸がんと診断され、がんによる死亡原因の第３位でありまして、女性特有の

がんの中では乳がんに次いで第２位と。そして、特に２０代から３０代の女性におい

ては発症するすべてのがんの中で第１位を占めているという状況になってございます。

子宮がんはほかのがんと異なりまして、原因がほぼ究明されているというがんでござ
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いまして、その原因はほぼ１００％ＨＰＶというふうに言われております。ウイルス

の感染であるということが明らかになっているところでございます。このＨＰＶが１

００種類以上のタイプがありまして、うち約１５種類が子宮頸がんの原因になること

が多いということで、ハイリスク型に分類されているところであります。９０％以上

は体内から自然消失するというふうに言われておりまして、発症に至るにはそのうち

０．１５％ぐらいというふうに推定されているところでございます。また、発症に至

るまでには通常数年から十数年という長い時間がかかるということでございますので、

定期的な子宮頸がんの検診を受けていれば、がんになる前に発見し治療することが可

能というふうにも言われてございます。子宮頸がんの予防ワクチンは、思春期の１２

歳前後の女子に対しまして、海外では既に１００か国以上で使用されているというふ

うに聞いておりますけれども、日本ではようやく昨年の１０月に承認されたというこ

とで、１２月の２２日から一般の医療機関で接種することができるようになってござ

います。これも議員おっしゃいました大体これにかかる費用が計３回の接種で５万円

ぐらいかかるということで、非常に高額であります。先進国では約３０か国が公費助

成を行っているというふうなことでございますけれども、日本では今のところ国にお

ける助成制度はなくて、民間団体において助成を求める運動が始まっているという状

況でございます。こうした状況にあるわけですけれども、この公費助成につきまして

は、実は昨年の１０月に、毎年１０月の末になりますけれども全道の町村会で政策懇

談会というのが開かれます。昨年１０月にも札幌で、各町村長集まりまして政策懇談

会が行われたわけですけれども、この政策懇談会の保健福祉分科会の中でこの問題が

取り上げられております。この中で、これは道の担当者も入っての議論になっており

ますので、道とともに北海道町村会としても、ともに国に対してこの公費助成につい

て要望していくということで議論がされておりますので、この動きの中で進めていき

たいというふうに考えているところでございます。 

 それから、二つ目の町営住宅の関係でございます。まず、プロポーザル方式の内容

とそのメリットの関係でございます。公営住宅の供給仕法ということでございますけ

れども、これ実は平成８年度に公営住宅法が改正されまして、それまで建設する際に

は直接建設方式、町が発注して。そういう方式をとっていたわけですけれども、平成
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８年の法改正によりまして、新たに民間活力を活用して民間住宅を借り上げる借り上

げ方式というものと、それから買い取る買い取り方式、この二つが可能となったとこ

ろでございます。昨年３月に策定いたしました津別町の住生活基本計画ですけれども、

ここにおきましてもこうしたことを考えあわせまして、民間型仕法の導入の可能性に

ついて検討もしてまいりました。従来のように細かな仕様を定めるのではなくて、性

能を満たしていれば細かな仕法は問わないという、いわゆる性能発注によりまして業

務をゆだねることによって、民間事業者のノウハウ、あるいは技術的能力が発揮され

まして、事業コストの削減や質の高い公共サービスが期待できるのではないかという

ふうに考えたところでございます。その中で、買い取り方式を採用したという理由に

つきましては、良質な性能の公営住宅の建設と建設コストの圧縮の両方を満たす方式

だということで判断したものでありまして、今回建設予定の第１工区１８戸の内訳で

すけれども、木造平屋建てが１ＤＫで７戸、それから２ＬＤＫこれが８戸、そして３

ＬＤＫが３戸というこの１８戸のうち、平成２２年度は１２戸の建設を予定している

ところでございます。この２２、２３年度で１８戸の建設を行いますけれども、平均

の面積が６６．６平方メートルということで、これに係る建築費が２億４８６万１，

０００円でございます。これに実施設計費だとか、あるいは工事管理費こういったも

のを加えますと２億２，４９４万３，０００円ということになります。建築費では直

接発注方式に比べますと大体１５％ぐらい安く上がるということで、これに伴って当

然建設費が安くなれば家賃にも反映してくるということになります。さらにプロポー

ザル方式、いわゆる提案型の方法、これによりまして事業コストの削減も期待できる

ところであります。ただ、過当競争が進むということになるとこれはまずいことにな

りますので、下限価格を上限価格の８５％ということに設定をいたしまして、実はき

のう３月１６日ですけれども、プロポーザルの出された業者からのプレゼンテーショ

ンを受けまして、選定審査会を昨日行ったところでございます。決定はまだですけど、

今週中、１９日あたりに通知をするというような予定を立てているところでございま

す。 

 次に、それに伴いまして家賃の関係ですけれども、激変緩和ということでございま

す。今回の建設事業費などから試算しますと、１ＬＤＫ１６．６坪ですけれども、こ
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こで例を出しますと最低の収入区分で２万円程度の家賃となるのではないかというふ

うに考えられます。現在、旭町などの古い公営住宅に入居されている方ですと大体２，

５００円程度の家賃でありますので、建てかえすることによりまして家賃負担がふえ

ることになってまいります。こういう場合、公営住宅法によりまして今の家賃と新家

賃との差額を５年間で調整するということになっておりまして、６年目に新家賃が適

用されるという激変緩和制度が持たれてございます。急激な家賃の上昇によって家計

負担を避けるということを目的としているわけでございます。それで、家賃２，５０

０円の方が仮にまちなか団地１ＬＤＫに収入が一番少ないというランクの方が入居し

た場合を想定いたしますと、家賃は先ほど言いましたように２万円になるわけですけ

れども、激変緩和制度によりまして１年目につきましては５，４００円、それから２

年目が８，３００円、そして３年目が１万１，２００円、４年目が１万４，１００円、

５年目が１万７，０００円と、そして、最後の６年目で２万円になるという措置がと

られることになるというふうに考えております。また、これとは別に議員もおっしゃ

られましたけれども、低所得者対策ということで平成２１年度の国の補正予算により

ましてできました地域活性化きめ細かな臨時交付金、これを活用いたしまして、本町、

それと旭町に合わせまして３棟９戸の町有住宅を建設いたしますことから、これは公

営住宅法によらない住宅ですので、この公営住宅法によらない入居基準について、こ

れは今後所管の委員会とも十分協議をさせていただきながら決定をしていきたいとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） ３番、茂呂竹裕子さん。 

○３番（茂呂竹裕子さん） ただいま町長にお答えいただきました。最初の子宮頸が

んのワクチンの無料接種についてですけれども、現内閣は民主党ですけれども、子宮

頸がんワクチンの任意接種に対する助成制度を創設しますというふうにマニフェスト

に書いた経過があります。今の内閣でもまだその制度はできてはおりませんが、無料

のクーポン券なんかを配られているというふうに聞いてますが、その使用が１０％で

したか、１０％しか利用されていないという経過もあります。しかし、鳩山首相は所

信表明演説で２４回も命を大切にするというふうに述べられたそうですから、そのう
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ちに運動が進むなりして実現するのではないかというふうに期待をしたいと思ってい

ます。先ほど町村会の政策懇談会で、道とともに国に要望していくというふうに決め

られたというふうにさっきお聞きしましたけれども、それであれば道もまだやる気は

ないと。自治体としては、やらないというふうに決めたわけではないのかなというふ

うに思いますけれども、その対策はやっぱりしていかなくちゃいけないのじゃないか

なと私もずっと思っているのです。北海道以外のところでも、今新潟県の魚沼市は、

小学校６年生とか中学１年生に全額補助して実施していると。それから、埼玉県志木

市というところでは６年生から中学３年を対象に全額補助している。いろいろ兵庫県

の明石とか東京杉並区とかでやられてきているのです。しかし、まだ道も腰を上げて

いないと、国もまだしっかりやろうという気構えができていない中で、町がやっぱり

やらざるを得ないのでないかなというふうに私は考えます。津別町の現在小学校６年

生は５４人だそうです。中学１年生が５１人で、この６年生、中学生半分、女生徒が

ちょっと少ないので半分以下なのですけれども、しかし、この男女含めた６年生に仮

に接種したとしたって３００万円程度のお金があればできますし、女生徒だけであれ

ば１５０万かそこらの金額でできる。問題は、町長さんがどう判断され津別町の子ど

もをどう守っていくのか、将来の津別町の担い手をどうしていきたいといふうに思わ

れているのかではないかといふうに私は考えますので、早期にお考えいただくなり、

私たち議会としても国や道に対して、無料化、公費負担の要望なんかを上げていきた

いといふうに思います。 

 それから、町営住宅の整備についてそのプロポーザル方式というのが優れたメリッ

トがあるのだということを今理解しました。やはり、前々からよその町では、プロポ

ーザルではない借り上げ住宅、美幌町なんかもやっているというふうにずっと前から

聞いていたのですけれども、今回我が町は買い上げ方式というのですね。それを行う

ということで、私は公営住宅に入られる方というのは、もともと低所得ですので、や

はり幾らかでも安く、そして喜ばれる公住になればいいなというふうに思っているも

のですから、安いほうがいいというふうに思ってますけれども、実際、旭町について

私気になるのでが、すごく高齢化していて、そして体の悪い人もいらっしゃいますの

で、やっぱり旭町の公住壊すよ、新しいの建てるよというふうなことを耳にすれば大
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変心配になるのではないかと思うのですね。まだ、契約をするかどうかというような

微妙な時期ですので、こういうことはやっぱり耳に入るともう決まったのだよみたい

なふうになるのかもしれないのですが、やはりそういう心構えで実施しようといふう

になっているのですから、早目にお知らせをしてお考えいただくということが大事な

のではないかなというふうに思います。高齢者はやっぱり私自身も、今ひしひしと感

じているのですが、引っ越し荷物をくくるということ自体も非常におっくうだし、体

力もないというふうな、もっと元気な方もいらっしゃるかもしれませんが、自分のこ

ととして考えると大変だなというふうに思いますので、やはりそれと、例えば経済的

な問題、あるいは労力の問題、そういうものがどうなっていくのかということを聞い

てあげていただければというふうに思います。やっぱりさっき申し上げましたけれど

も、丁寧な説明と相談に応じてあげていただきたいというふうに思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） まず、子宮頸がんのほうからでございますけれども、道がや

る気がないのかということではなくて、昨年の１０月に政策懇談会を開いたというこ

とでいきますと、初めてその月に国がそもそもそのワクチンを認めたという時期と一

致しているわけです。それで高額なものだという認識がありますので、道もそれは十

分承知している話ですし、町村からもそれは公費負担にすべきではないのかというこ

とで、それまでの状況だとか、そういうかかる経費の関係について話し合いが行われ、

その分科会で行われまして、これは一町村だとかそういうところで頑張る問題ではな

くて、やっぱり国が責任を持って原因が特定されているものですから、それはきっち

り出してもらうということで、福祉の一環として出してもらうということで進めてい

こうということで、道と北海道町村会とその部会の中でお互いに話し合って結論を見

たところですので、それが今、今度予算等々の中で国に対しても今進められていると

いう内容でございます。ただ、従来と違って、どこにどういうふうに陳情していった

りとかということが枠組みがちょっと従来と変わっておりますので、その辺で少しス

ムーズさが欠けているのかなという部分がありますけれども、これはいずれ解消され

ていくというふうに考えておりますので、私どもも北海道町村会の会員の一人として、
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一緒にこの問題について話し合いを進めていきたいというふうに思いますし、仮に長

引いていくということになってくれば、また考えを町独自でというようなことも含め

て考える時期があるのかなというふうにも考えているところでございます。 

 それから、公営住宅の関係は、最初のご質問のときにもございましたけれども、過

去にも特にこの旭町は、解体をして新しい住宅をというのが小南町長の時代から実は

あったわけですけれども、なかなか現実に至らなかったということで、そして、さら

にさらにこの住宅が古くなってきているというのが現実です。このままやっぱり放っ

ておくと相当やはり住環境もそのときから比べるとさらに悪化していますので、ここ

でやっぱり踏ん切りをしっかりつけて、新しいまちづくりといいますか、住宅政策に

取りかかっていく必要があるのではないかということで、専門家も交えて計画づくり

を進めてきて、それが今実行にいよいよ移されるという段階になっているところでご

ざいます。確かに所得の面もございますけれども、旭町に限らず非課税になっており

ます遺族年金だとか、それから障害者年金をお受け取りになっている方たちもその中

にいるかと思いますけれども、そういう方たちにとっては、まず仮に先ほどいいまし

た２万円であれば、むしろ快適さを求めてそちらのほうにぜひ行きたいという方もお

られるのではないかというふうに思いますし、また、なかなかそういう年金もなく、

本当に困っていられる方も出てくるかと思いますけれども、それがこれからのきめ細

かな臨時交付金の中で建てていく部分で吸収できないかどうかという部分も一緒に考

えていきたいというふうに思っているところです。それでもなおかつ難しいという状

況になれば、今のどこかの部分、本当に家賃が安いほうがいいのだという方がおられ

ましたら、それは今の状態を少し手直しをして残していくと、それは場所はどこか別

にして、そういうこともあり得るかというふうには思いますけれども、今はやはりき

ちっとした新しい住宅を建てて、そしてできるだけそちらのほうに引っ越していただ

いて、そして、快適な生活を送っていただきたいというふうに考えておりますので、

特に旭町等については、これから決まりましたら担当課のほうで地元に入って説明会

等々順次進めていくことになると思いますので、そこでまたご理解をいただきながら

住宅政策を進めていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 
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○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 一つ漏れまして、引っ越しの際、移りかえ、ここにいて今度

こちらに入るというときに、俗にいう引っ越しの費用は公費でみられることになって

ますので、それはご心配ないというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） 次に、１番、乃村吉春君。 

○１番（乃村吉春君） 〔登壇〕 議長の発言のお許しをいただきましたので、さき

に通告してあります３点についてお伺いいたします。 

 町有林は、毎年施業計画に基づいて１０ヘクタール近くのカラマツを皆伐し、再植

林をしていますが、一部広葉樹の混交林にしたらよいのではないかと思います。この

ごろ川の様子を見てますと、大雨が降るとすぐにふえ、２、３日もするとすぐもとの

流れに戻ります。このことは、山に木がなく保水量がないことだと思います。まず、

何にしても山に木を植えることだと思いますし、針葉樹よりも広葉樹のほうが効果が

あるのかなと思います。そういう意味で、町有林でも一部広葉樹の混交林をつくって

いくということが必要ではないかと思いますので、町の考えをお伺いしたいと思いま

す。 

 次に、ペレットの原料についてですが、木材不況の中でペレットの原料集めが大変

なようです。自分で間伐をして山に切り捨ててある木材とか、畑のふちの邪魔になっ

た木を切ってそのまま投げている方もいらっしゃるようです。そういうことで、こう

いうのをペレット工場に運んでもらって、買い取りをしたらいいのではないかと思い

ますので、お伺いをしたいと思います。 

 次に、２２年度予算で、商工費で消費者行政活性化事業ということで、パンフレッ

ト等の予算がありますが、相談窓口等はどうするのかお伺いをしたいと思います。昨

年８月に消費者庁ができ、消費者が安心して安全で豊かな消費生活を営むことができ

る社会の実現に向けてとあります。この分野というのは非常に幅も広く、原料から製

品まで、あるいは家庭で使う工業製品等いろんな省庁がかかわっている部分がありま

す。我が町の場合で見ていきますと、高齢者が多いことから悪質商法等にだまされな

いように啓発していくことが大変大事だと思いますが、市町村の相談窓口については、



 ― １５ ―

努力目標となっています。これからそれをどういう形で相談を受けていくのか、お伺

いをしたいと思います。 

 以上よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 乃村議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 それでは、乃村議員のご質問にお答えしたいとい

うふうに思います。 

 まず、町有林の植樹の関係でございます。現在、第１２次町有林施行計画に基づく

カラマツの資源量を４５３ヘクタールございます。このうち保安林を除きますと約４

２０ヘクタールでございまして、これは５０年の回帰年数を設けまして、年間大体８

ヘクタール前後を伐採計画に基づきまして計画的に皆伐しております。平成２１年度

末までには５１．３１ヘクタールですので、年間平均大体８．５ヘクタールの皆伐を

行ってきたところでございます。伐採後につきましては、これまでカラマツの再造林

を基本に造林しておりまして、これはカラマツの後にカラマツを植栽しても成長過程

に影響がないということ。それから、カラマツの資源の保続を図るという考えに基づ

いたものでございます。森林の持つ公益的機能の中で、水源の涵養、あるいは酸素の

供給だとか土砂崩壊の防止だとか、その効果は根が浅い針葉樹よりも、根が深い広葉

樹の効果のほうが大きいということを承知しているところでございますけれども、広

葉樹と針葉樹の混植を行うことにつきましては、成長過程において相互に被圧し合う

とういうことで、針葉樹の成長に影響を与えるということで現在町有林の施業におき

ましては、カラマツの単層林の植栽を行っているところでございます。ただ、皆伐を

行う場合につきまして、傾斜地、沢地がありますけれども、こういったところは現地

の地形の状態を見まして、下層に侵入した広葉樹を残す必要があると、そういった判

断をした場合は残すこととしておりまして、これは針葉樹を植栽するよりも自然に進

入したものは日照度が低くても成長するメリットがあるということで行っているとこ

ろでございます。急傾斜地につきましては、皆伐を優先するのではなくて、侵入木の

整理伐を行いまして、林種の転換をしていくということも検討しておりまして、現場

の条件によっては広葉樹の植栽も必要になってくるのかなというふうに考えておりま
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す。この場合は、列状植栽か群状植栽が望ましいのではないかというふうに考えてい

るところでございます。針葉樹と広葉樹の混植につきましては、成長過程に先ほど申

し上げましたように影響があるということで難しいというふうに考えておりますけれ

ども、広葉樹の必要性は十分承知しておりますので、混植によらない方法についても、

今後検討させていただきたいというふうに考えているところでございます。 

 それから、ペレットの原料確保の関係でございます。御承知のようにペレット製造

施設、昨年１２月に稼動を開始いたしまして、製造に係る原料の確保につきましては、

昨年の９月ぐらいから収集を始めたところでございます。これまでに約１，０００ト

ン、金額にいたしまして運搬費を含めて５２０万円の原料を確保したところでござい

ます。内訳としましては、林地残材等が約５３０トン、２５０万円、それからパルプ

用原木が約４７０トン、２７０万円というふうになってございます。ちなみに、これ

までのペレットの製造量につきましては約３００トンでございまして、これに要した

原料は約５００トンというふうになっておりますので、現在原料のストック量は約５

００トンというふうな状態になってございます。ペレット製造を安定的に行っていく

ために、原料となる林地残材等の確保が重要であるということで、町有林を始めとし

て国有林、道有林、それから民有林とそういったところに広範囲に収集する必要があ

るというふうに考えているところでございます。また、議員がおっしゃられました個

人が行う間伐や、それから農地の日陰になるというそういう支障木がありますけれど

も、そういう残材、これにつきましても原料として活用できるのではないかというふ

うに考えておりまして、広報等により周知を行いたいといふうに考えてございます。

そして、ペレット共同組合では、今原料の収集を行うトラックを持っておりませんの

で、すべて運搬については、委託運搬をしているということですので、特に個人の方

に対しましては、運搬費用を有償化いたしましてペレット製造施設に直接搬入しても

らうということができるように協同組合とも協議を進めてまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

 それから、最後の消費者行政の関係です。消費者行政活性化事業につきましては、

消費者の不安やトラブルに対処するために身近な相談窓口の充実、そして住民に対し

するきめ細かな啓発や地方自治体における消費者行政の充実強化を図るということで、
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消費者庁におきまして、平成２１年度より２３年度までの３か年間を集中育成強化期

間というふうに位置づけまして、消費者被害の防止、救済、それから消費生活の安定

や向上を図るために、地方消費者行政の充実強化のためのプランというものが策定さ

れたところでございます。この３年間の中で、地方自治体の相談窓口の充実や住民周

知の体制を整備するために、地方消費者行政活性化基金の創設、あるいは地方交付税

措置など通じました支援が行われておりまして、北海道においてもこの基金を活用し

ての取り組みが行われているところでございます。当町としましても、この地方消費

者行政活性化事業を行うために昨年市町村プログラムを策定いたしまして、現在事業

を推進しているところでございます。その内容につきましては、計画期間を同じく２

１年から２３年度というふうにいたしまして、一つには相談内容の充実を図るため支

庁などで開催される消費相談研修会に参加いたしまして、相談体制のレベルアップを

図るということ。それから、二つ目には、高齢者を中心に悪徳商法や振り込め詐欺等

の被害にあわないための啓発活動を強化すると。それから、三つ目には、消費生活に

関する相談の受け付け体制を強化いたしまして、地域住民の消費生活に関する安全確

保に努めるということをプログラムに盛り込んだところでございます。具体的には、

消費生活相談の窓口となる担当職員の研修会への参加。それから、啓発ビデオ等を活

用いたしまして老人クラブなどへの出前講座の実施や、あるいはパンフレットの配布。

それから、若者対策といたしまして、地元高校等との連携や成人式などでのパンフレ

ットの配布などによりまして、消費者意識の向上に努めてまいりたいというふうに考

えているところです。また、このプログラムとは別に、消費者啓発活動に取り組んで

いる事業といたしましては、２１年度は津別町民生委員協議会で、美幌消費者協議会

より講師を招きまして講演を実施しております。本年度は社会教育課と共催いたしま

して、寿大学の出前講座として美幌消費者協会による講演を計画しているところです。

また、広報つべつに消費生活相談のＱ＆Ａを掲載いたしまして、ＰＲに努めていると

ころです。４月号には、啓発用のパンフレットを織り込む予定をしてございます。そ

れと、相談窓口につきましては、現在、商工担当職員が受け付けして、相談の内容を

聞き取って状況の把握を行っているところでございます。簡単なものといいますか軽

易なものにつきましては、担当職員が対応することとしておりますけれども、専門的
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な知識が必要という場合については、今支庁に配置されております消費生活推進委員、

こういった方や、それから、昨年から津別町が事業委託を行っています美幌消費者協

会を通じて解決を図ってまいりたいというふうに考えているところです。議員も先ほ

どおっしゃいましたけれども、国の策定プランにおいては、地方自治体の強力な相談

体制の確立のためには、専属の消費相談員を職員として配置するようにというふうに

努力目標として求められているところでございますけれども、津別町の相談件数を調

べてみますと、年間の相談件数がこれまで、ここ４、５年ですけれども、ゼロから多

くて２件という程度でございますので、独自に相談員を配置するということにはなか

なか難しい部分もございまして、今後についても、これらについては美幌の消費者協

会への事業委託を継続しながら従来の形で進めていきたいなというふうに考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） １番、乃村吉春君。 

○１番（乃村吉春君） 今町長にお答えいただきましたけれども、植林の関係ですが、

きのうも道新に出てましたように、再植林しないで放置してあるところの調査した結

果が出てました。その中では多分条件がいいからだと思うのですけども、後々利用で

きるというか、有用な木が結構生えている部分もあったように書いてあります。ただ、

それでもきちっと手入れをしていかないと将来的にいいものには育たないのでないか

なと、そんな話も書いてありました。そういうことで町の考え方もわかりましたので、

やっぱり今の何といいますか、いろんな気象状態、異常気象や何かそういうものの対

策とか、あるいは炭酸ガスの吸収源にしても広葉樹のほうがかなり効率いいと思いま

すので、町で考えているように広葉樹をある程度残していくというかそういうことも

必要だと思います。山の場所によって、沢地帯の話ありましたけど、山の場所によっ

てやっぱり樹種もいろいろ異なると思いますので、そこら辺気をつけてやっていただ

ければなと思います。それから、ペレットのことについては、自分で運んで来てくれ

れば運賃は払うというような話でありました。そんなことで、やっぱり切り捨てにす

るのではなくて、活用できるものは活用して、原料を確保しておいたほうがいいのか

なと思います。ペレット工場も始まったばっかりだし、町で使っているボイラーも初

めてだということで、なかなかスムーズにいっていない面があるから、ちょっと製造
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も減っているのかなと思いますけれども、これがスムーズにいくようになると多分も

う少し原料が必要になるのではないかと思いますので、よろしくお願いをしたいと思

います。 

 次に、消費者行政の関係ですけど、町でこれからやる事業、昨年からやっている事

業いろいろありますけど、消費者相談員の話を聞きますと、高齢者の集まりなんか行

っていろいろ話していると、いろんなトラブルというかだまされて商品買わされたと

かって、そういう話がポツポツと結構出てくるそうです。津別なんかも今はここ当分

見ないですけど、以前は空き店舗を利用して、来た人にはティッシュだとか、油だと

か、いろんな物をただで配って、そのかわり講習を受けるということで、いろんな高

価なもの、余り必要ないものまで買わされたという経過があるのですけど、このごろ

は町の中でそんなのは余り見かけないですけども、やっぱり消費者が安心して暮らせ

る、あるいは高齢者が安心して暮らせるということは大事なことだと思います。相談

のことなのですけど、町で相談件数が多いわけでないですから専門員を置くというこ

とにならないと思いますし、さっき言ってましたように簡単な相談は町で解決できる

としても、専門的なものはやっぱりそれなりの専門知識持ったところにお願いする、

それがスムーズにいくようにきちっとＰＲするっていうか、そのことが町民に向けて

大事かなと思いますので、そこら辺よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） それでは、まず広葉樹の関係ですけども、これ実は先ほど茂

呂竹議員さんのときにお答えしました子宮頸がんの、何といいますか北海道町村議会

でやっている政策懇談会の中で保健福祉関係の分科会というお話しましたけど、実は

当時ちょっと私のほうは農林水産関係の分科会のほうに入っていまして、そこでこの

広葉樹の話も出ておりました。これは、日本海側の自治会がずうっと上から下まで連

絡、お互いに話し合って１００年の森をつくっていこうということで海岸線沿いにず

うっと広葉樹を植える運動がそれぞれの町村長からお話があったところですけれども、

そういったことも聞きながらすごいなと思いながら聞いていたわけですけれども、町

としてもそういう広葉樹の必要性を十分感じておりますので、これ植える場所も含め

て積極的にこういうものは次の子どもたちというか世代に残していく財産ともなりま
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すので、考えていきたいというふうに思っているところです。 

 それから、ペレットにつきましては、これも個人で持って来てもらって、そして手

間賃という格好になろうかと思いますけれども、そういうものをお支払しながら本人

にとってもよくて、ペレット工場にとってもいいことというふうなことで進めてまい

りたいなというふうに考えているところです。 

 それから、相談員体制の関係ですけれども、相談件数をちょっとまとめたものがご

ざいますけれども、先ほど町のほうに相談に来られたというのはここ数年でゼロ件か

ら２件ということだったのですけれども、これ同じ年数で平成１６年からちょっと見

てみますと、津別のうちの町の商工担当のほうに相談に来た同じ年に、それじゃあ美

幌の消費者協会のほうに何人相談に行っているのかということもあわせて申し上げま

すと、これ実はやっぱり地元の役場よりも離れたところにいろいろ相談したいと。プ

ライベートなことも随分ありますので、よそのほうが行きやすいというのも実はあり

ます。逆にこちらが体制を整備すればよそから来るのかもしれませんけれども、それ

でいきますと平成１６年には美幌の消費者協会のほうですね、これ以降美幌と言わせ

ていただきますけれども、美幌には平成１６年に７件の相談があって、この年、津別

には２件の相談ということです。それから１７年は９件美幌に相談がありまして、こ

の年、津別の相談はなしということです。それから１８年は美幌に２５件相談がいっ

てまして、津別はこのとき１件ということです。１９年が美幌に８件、津別は１件、

２０年は美幌に６件、津別はなしと、それから２１年は今のところ美幌に８件、津別

には１件というような状況になっておりまして、このような格好でやはり美幌に相談

に行くというのが非常に多い状況になってます。その美幌に相談に行って実際にあっ

たのですけれども、数百万だまし取られたといいますかそういう事例があって、これ

は大変だということで美幌の相談員のほうからすぐ津別のほうに連絡がありまして、

対応を行って全額回収することができたということもございますので、連携を図りな

がら進めているということでご理解いただきたいというふうに思いますし、また津別

町役場の担当職員につきましても、これは軽易なものをというふうになりますけれど

も、しかしそうとはいいながら研修の機会をふやしましてそれなりの知識はしっかり

持ってもらうということで進めていきたいというふうに思いますので、よろしくお願
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いいたしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 暫時休憩をします。 

 

             休憩 午前１０時５４分 

             再開 午前１１時１０分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 次に、９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 ただいま議長のお許しをいただきましたので、

さきに通告した件につきお尋ねします。 

我が町には大きな災害もなく比較的住みよい町であるが、それゆえに防災に対する

意識は私も含めてですが低いのではないかと感じているところです。町政方針により

ますと、防災訓練や研修会をとおして防災意識の高揚を図るとともに、自主防災組織

の設立支援など、いざというときに自治会や関係機関の応援協力が得られる防災体制

をつくるとありますがどのようにつくっていくのか、また、昨年も質問しているとこ

ろでありますが、災害時要支援者支援プランの進捗状況はどうなっているのかお尋ね

します。 

 次に、地域の人を地域が支えるネットワークづくりに取り組むとありますが、それ

もどのようなことを考えられているのかお尋ねします。 

 また、４月からごみの流れが変わるようですが、町政方針で資源循環型社会に向け

た意識の高揚を図りリサイクルとごみを出さない運動を推進するとあります。具体的

な取り組みがあればお尋ねしたいと思います。 

 ２点目の自殺者対策についてですが、国は平成１８年１０月に自殺者対策基本法を

施行、これを受けて北海道は新北海道総合計画の特定分野と位置づけ平成２０年１１

月に行動計画を策定しています。また、平成１０年から連続１１年３万人を超える高

い水準で推移していることから、政府は生きる支援１００日プランをまとめて発表し、

今月はその強化月間というふうになっているところであります。我が町での取り組み

はどうなっているのかお尋ねいたします。 
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 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 篠原議員の質問対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 それでは篠原議員のご質問にお答えしたいと思い

ます。 

 まず、町政方針の関係で３点ほどご質問があったというふうに思います。その中の

防災体制と災害時要援護者支援プランの策定の関係でございます。災害の未然防止、

あるいは災害の発生時に適切に対応できる防災体制づくりが必要でありまして、昨年

度に引き続き防災訓練などをとおして防災意識の高揚を図るとともに、自主防災組織

の設立を支援するなど自治会、それから関係機関、団体等と連携をして取り組んでい

るところでございます。防災訓練につきましては、議員も参加されておりましたので

御承知かと思いますけれども、昨年１１月に高台町自主防衛組織におきまして、避難

訓練、安否確認、それから炊き出し訓練、消火器消火訓練を行いました。また、岩富

地区におきましては、８月に２０年度の補正予算で購入しました大型ポンプの設置試

験と訓練を兼ねまして、町と建設業協会及びそこの樋門管理人の方たちと一緒に行っ

たところでございます。いずれも初めての実施でありましたけれども、自主防災組織

を始めといたしまして、消防、それから日赤奉仕団、自治会などの協力を得まして、

住民の防災意識の高揚と建設業協会との連携が図られたところでございますけれども、

新年度におきましても、自主防災組織や単位自治会を対象にいたしました防災訓練と

建設業協会との訓練を継続して実施してまいりたいというふうに考えているところで

す。 

また、平成２０年の２月に津別建設業協会と締結いたしました災害時における応急

対策業務に関する協定、あるいは同じ年の６月に郵便局と提携をいたしました協力に

関する協定、これらによりまして災害発生時に優先して出動できる協力体制を確保す

るとともに、災害時の土のう、あるいは防災用品などの充実を図っていきたいという

ふうに考えているところです。 

さらに防災組織の設立支援につきましては、これまで組織化されているのが高台町

自治会、岩富自治会、本町自治会とこの３組織でありますので、他の自治会の組織化
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に向けて支援してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 次に、災害時要援護者の避難支援プランの策定の関係でございます。平成２１年度

までを目途にしまして、各市町村において策定するということになっていることから、

平成２０年、それから平成２１年のいずれも９月定例議会におきまして、平成２１年

度を目指して作成をいたしますということで答弁をしてきたところでございます。こ

れまで進めてきました内容につきましては、災害時要援護者の把握、それとその情報

の共有について平成１９年に社会福祉協議会、それから自治会連合会、民生児童委員

協議会が作成いたしました福祉マップを活用できる状況になってはおりますけれども、

避難情報の伝達方法、それから避難誘導の手法と経路、そして避難所における対応、

こういったことがまだ関係機関と協議する場を設けておりませんので、プランの策定

には現在至っていない状況にございます。現在、防災計画の中に要援護者対策にかわ

る記述がありますけれども、法に準拠しましたきめ細かなプラン作成に向けまして防

災計画の見直しと連動しながら自力避難が困難な方々に対する安心の提供のために、

引き続き自治会や関係機関と協議しながら取り組んでまいりたいというふうに考えて

いますので、いましばらく時間をいただきたいというふうに思っているところでござ

います。 

 それから、町政方針の二つ目の地域の人が地域を支えるネットワークづくりという

ことについてでございますけれども、本町の地域福祉につきましては公的サービスと

して障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉、母子、寡婦福祉などがございます。このほ

か社会福祉協議会、あるいは福祉活動を行う団体などが独自に活動を行いながらも町

とも連携しながら進めているところでございます。孤独感を解消するため気軽に話し

あえる相手や機会がほしい、あるいは米など重たい物の買い物がつらいと、あるいは

除雪が大変である、それから煙突掃除ができない、周囲の草とりが大変だと、こうい

った問題を抱えながらも、だれもが自分らしく自分の地域で安心して暮らしたいとい

うふうに願っているものだというふうに考えております。その願いをかなえるために

は、さらに有効な地域福祉のあり方ということで、行政による基盤整備、あるいは公

的福祉サービスの充実はこれはもちろんでございますけれども、住民同士が助け合い、

支え合い、見守り合うという地域力、あるいは住民力、こういったものを必要として
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いるというふうに考えているところでございます。身近な福祉の問題、生活の問題を

住民同士で共有して、そして行政はもとより自治会、ボランティア、そして福祉団体、

事業所、そして近所の人たちが協働できる体制をつくらなければならないというふう

に考えているところです。よく言われますけれども向こう三軒両隣の助け合いという

のが基本になるかというふうに考えておりますし、それを支えるボランティアの団体

があり、そして自治会があり、社会福祉協議会があると。そして、さらにそれを支え

る行政があるというように、問題意識あるいは情報を共有しながらお互いに協働して、

それぞれの役割に応じた行動を行うことが、地域が支えるネットワークづくりである

というふうに考えているところでございます。その基本になるものは、コミュニケー

ションであるというふうに考えておりまして、さらにそのきっかけになるものが日常

のあいさつであるというふうに考えておりまして、毎年町政方針のサブタイトルとい

うふうにいたしているところでございます。 

それから、三つ目の資源循環型社会に向けた運動の関係についてでございますけれ

ども、これはまず、現在取り組んでいる内容についてお話を少しさせていただきたい

というふうに思います。啓発活動については、現在ごみ広報だとか、あるいはパンフ

レット等の作成によりまして住民への啓発を行っております。それから小学校、ある

いは幼稚園で体験教育を行っております。そしてまた各自治会、それから自治会女性

部連絡協議会の現地視察、それから子ども会の集団回収を活用いたしました分別方法

の習得です。それから一斉清掃などによります地域活動、そして環境衛生推進協議会

と連携しまして夏まつり、ふるさとまつり、それから津別ふれあい広場、こういった

ところへのイベントへの参加などによりまして、ごみに対する意識の高揚を図ってい

るところでございます。今申し上げました集団回収につきましては、現在自治会、青

少年体育部などで古新聞、古雑誌、そして空き缶、空き瓶、こういったものを回収い

たしまして、資源回収業者へ売買いたしまして活動資金などに充てているところです

けれども、これを再資源啓発教育の一環として進めてまいりたいというふうに考えて

いるところです。それから不用品のバザーにつきましては、４月から１０月までの第

３木曜日に旧Ｋニット工場におきまして、環境衛生推進協議会による再使用品の回収

が行われております。これはふれあい広場で町民の皆さんに販売いたしまして再利用
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を図っているところでございます。それから分別収集につきましては、容器リサイク

ル法だとか環境型社会基本法、資源有効利用促進法、食品リサイクル法、建設リサイ

クル法、家電リサイクル法、こういった関連の法律に基づきまして分別収集、それか

ら有価物の回収を行っておりますけれども、これからさらに高齢化社会が進む中で、

ごみの処理の取り組みをさらに研究してまいりたいと、必要があるというふうに考え

ているところでございます。資源循環型社会を形成するためには、今後さらに排出の

抑制と再資源化の役割分担が必要であるというふうに考えておりまして、町民の皆さ

んの役割といたしましては、ごみになりにくい商品を購入すると、あるいはマイバッ

クの持参など使い捨ての習慣を見直してごみをできるだけ出さない生活習慣を身につ

けていただきたいというふうに考えているところでございます。業者の役割といたし

ましては、ごみになりにくい商品の提供や包装の簡素化などに努めるとともに、その

ようなことが消費者にきちんと理解されるよう努力をして、自己の事務所や工場など

からの発生量を抑制していただきたいというふうに考えているところです。そして行

政の役割としましては、率先してごみの排出抑制に努め、環境教育や啓発活動を通じ

まして、住民や事業者の意識の高揚を図ってまいりたいというふうに考えているとこ

ろです。具体的には、住民や事業者のごみの排出抑制や再資源化を目的とする活動に

対する支援を行うとともに、容器、包装、リサイクル法に基づく３Ｒと呼ばれるもの

の推進啓発、それから津別町地球温暖化対策防止実行計画をつくってございますけれ

ども、これの推進、木質ペレットボイラーを導入いたしましたので二酸化炭素の抑制、

そして今年度予算に計上させていただきましたが太陽光発電施設の設置に対する助成、

こういったものも行ってまいりたいというふうに思っています。そしてさらに町民へ

の啓発といたしまして、分別区分や排出ルールを継続して繰り返して周知していくと

いうようなことだとか、あるいは津別町のホームページにごみ情報を掲載していくと

いったことを進めてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

それから、最後の自殺者対策の関係です。平成２１年における日本の自殺者数とい

うのは、前年を５０４人上回りまして３万２，７５３人ということで、平成１０年度

以降１２年連続して３万人を超えるという高い水準で推移している大変憂慮すべき状

況になってございます。このため、国のほうでは、自殺の背景にさまざまな社会的要
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因があるということを踏まえまして、総合的な対策を早期に確立する時期にあるとの

考え方から、平成１８年１０月に自殺対策基本法を施行いたしまして、翌年の６月に

自殺総合対策大綱を策定したところでございます。しかし、その後も深刻な事態が続

く中で、自殺対策加速化プランや地域自殺対策緊急強化基金の造成、命を守る自殺対

策緊急プラン、こういったものなどを定めながら自殺対策を行っているところでござ

います。具体的には、社会全体での啓発の取り組み、相談、早期対策の体制の充実強

化、制度や慣行の検討、ハイリスク地、ハイリスク者への重点的な対策、それから自

殺未遂者や自殺者遺族への支援強化、ワンストップ総合相談体制の推進、状況分析や

実態解明による効果的な対策、こういったもので国や地方公共団体が連携しながら取

り組むという内容になっているものでございます。北海道におきましても自殺者数は

平成１０年に急増いたしまして、その後も１，５００人前後で推移しておりまして、

平成２０年１１月に北海道自殺対策行動計画が策定されたところでございます。この

計画の中に保健所所管区域による地域の関係機関、団体等とのネットワークの構築が

ありまして、平成２１年１０月に保健医療福祉分野、それから学識経験者、教育分野、

それから警察、消防、労働産業団体、人権団体、そして自治体など３１団体からなる

北見保健所管内自殺対策連絡協議会が立ち上がったところでございまして、状況の報

告や意見交換が行われているところでございます。北見保健所管内においても、この

５年間で毎年５０人前後の自殺者がありまして、自殺死亡率は全国、全道平均を上回

っております。原因としては、健康上の問題や経済生活問題が多くを占めておりまし

て、男女の比率では８割が男性、年齢では５０代が最も多いという状況になっている

ところです。この連絡会議では検討する項目を４項目挙げておりまして、一つは自殺

の現状と課題に関すること、二つ目には各機関における自殺予防対策の取り組み状況

に関すること、三つ目には効果的な自殺予防対策に関すること、そして最後の四つ目

はその自殺予防対策の推進に必要な事項ということでございまして、北見医師会、そ

れから北見日赤病院、端野病院、玉越病院、それから北見保健所、津別町を含む５市

町村の担当者からなるいわゆるワーキンググループにおきまして検討が行われており

まして、今月末にはここから方針が出されるということになっているところでござい

ます。津別町におきましても残念ながら毎年自殺者が出ていることから、さきの自殺
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対策連絡協議会の中で近隣市町やあるいは関係団体と連携しながら対策を講じていく

こと、それから精神障害者社会復帰学級、それから専門業者に委託している相談支援

業務、そして広報啓発、こういったものを今行っているところでございますけれども、

これを継続していきたいということと、保健師、あるいは福祉担当職員などの窓口や

電話等での相談も含めまして、町としてできる限りの対策を行ってまいりたいという

ふうに考えているところでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） まず、町政方針の中の防災に関することなのですが、今

自主防のできているところというのでしょうか、福祉マップというのですか三つの自

治体。私も質問もしたこともあり、高台町の避難訓練というのか正式名称はちょっと

分からないのですが、行ってみて気づくこととかたくさんありました。こういうこと

もしなきゃいけないのだなというようなこともあって、それ以前にもこう机上でいろ

んなプランをつくっても実際にはやっぱりそれを一度実施してみないと、有事という

かそのときにどんな行動をしたらいいのかということがなかなかできなくて、もっと

言えば絵にかいたというふうなことにもなりかねない部分もある。一方では、やはり

大きな世界や日本中も地震みたいな大きなああいう災害、あるいは津波だとか日常報

道されるようなそういうたぐいのというか災害が非常に我が町は少ないので、なんと

なく安心しているという分野もあるのですけども、やはりもっと身近ですと、つい最

近あった火災等の問題なんかでも、あれはああいう集団だったからというけど個々の

うちでもそういう問題があるのかもしれないということがあって、防災は個人が気を

つける部分もたくさんあって、すべてが行政ということではないのですけども、やっ

ぱり仕組みのできていないところなんかについては、やはり積極的に出向くというか

見に行って、あるいは現状を例えば高台町だとか、今回行われていた岩富でしたか、

そういうところに違うところの方にも見学をしてもらって、そしてこういうものだと

いうふうなことを実体験していただくというような取り組みを、ぜひ、いろいろされ

ているのですけども、今年度はみんなの関心のある防災の日だとか、あるいは救急の

日だとか、新聞広告にもいっぱいいろんなものが出ています。そういうときに一緒に

なって考えてみるというのも私は日時を選ぶにはタイムリーな日にちじゃないかとい
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うふうに思いますので、そんなことを検討していただきたいなというふうに思います。 

それから、今災害時要支援者支援プランについては、もう少し時間がかかるという

ようなお話でしたので、これも早急にというか、これと二つ目の町政方針にありまし

た地域の人をというようなのと防災と二つ目のは何というか微妙にというか関連して

くる、そういうような地域づくりができていれば結構何かあったときには生かされる

のじゃないかというふうに思いますので、これも踏まえた中で、より地域のニーズと

いうかそういうものに合ったような形での災害時要支援者支援プランというのを策定

していただきたいと思います。ここには、例えば福祉マップとちょっと前後して申し

訳ないのですけど、マップ等にはやっぱり個人情報とかがあってなかなか難しいとい

う部分も聞いている中ではあります。個人の名前が出たりいろいろということで、で

もよく理解をしていただいて、やっぱり災害があったときには適切な行動がとれるよ

うなそういうプランの作成にしていただきたいなというふうに思います。 

それから、三つ目のリサイクルに関するところなのですが、今町での取り組みにつ

いていろいろ町長のほうから答弁がありまして、大体そんなことがされているのかな

ということは私の頭の中にも入っているのですが、特にここに書かれたのと私は今回

燃えるごみが大空町に行くに当たって、きょうチラシが入っていたのですが、きのう

は伝書鳩には広報かなんかに出ますとかなんかあって、あれ、いつ出たのかなという

ふうに思ったのですけども、けさの道新の折り込みの中にこんなふうに変わりますと

いうのがありました。そこで、変わるときにチラシ一つでなくて私は分別もある程度

徹底してきているのだけども、特に問題になっているのがあるはずなのですね、燃え

るのはいい、それから生ごみもいいけども今、回収、分別収集をする中で一番ネック

になっているのはその他プラなのですね、聞いてみると。そこのところをやはりもう

一度これを機会に変わったものがあるときに、町民にこう徹底していくというのとあ

わせて町長の答弁の中にもあったのですけども、だんだん独居だったり、前に処分場

を見学に女性の人いっぱいで行ったときに、一般的に言われるのは何か高齢者になる

と分けられないんじゃないかと、いつも言われてものすごく不満だという女性の方に

会ったのですが、年齢がということじゃないのですけども、結構分別が細かくなって

きていて、以前はできたのだけどなかなか分けづらくなってきたとか、そういう人が



 ― ２９ ―

確かにいるのですね。それから、ステーションまで持って行くのが困難になっている

というような人も、現実には違うものの配達に行っている中で聞いている、ほかの人

からも聞いているようなことがあるので、そういうようなきめ細かなところを今回こ

れを契機に周知をしていっていただければなというふうに思います。それと、さっき

３Ｒも出てたのですけど、私はやっぱりよりこの機会に一歩進めるためには発生を抑

制するためにどんな工夫があるのかというようなこと、それからごみをできるだけ出

さないゼロに向けていく運動なんかについては、次のステップかなというふうに思い

ますので、今年度というか、今年度から燃えるごみは大空に行くときを契機に、さら

に徹底していけたらいいのじゃないかなというふうに思います。マイバックも大分普

及してきています現実に見ていると、それから細かなことですけどもマイバックも実

際に町で買い物をする人に渡そうかという話や何かいろいろ協議会なんかで話をされ

てきて、渡すということにはならなかったのですけども、やっぱり自主的にというか

町民の方のかなりの数の方がマイバックで買い物をしていると思います。そういうの

で少し抑制されてきている。まだまだいろんなことたくさんあると思いますので、そ

れとか簡易包装なんかは、これは文化なのかもしれないですね、きれいにして包装し

てくというのは、外国なんかではポーンと何か紙袋みたいのに入れたらそれで終わり

なのですけども。お使い物とかいろんなものであっても、これは斜里町なんかでやっ

ていたのですけども、簡易包装にシールをつけてこれは失礼にあたらないとか、こう

いう考え方で簡易にしていますというような取り組みをしていたのもありますので、

よりゼロに近づけるということにはさらに工夫する部分があるのではないかというふ

うに思っていますので、その辺のところを検討をしていただきたいと思います。 

 それから、最後の自殺の関係なのですが、これは私も行政でどうなのかなとか質問

にするに当たってすごく悩んだのですけども、どんな取り組みが町としてできるのか

なということと、北見保健所管内のカウントされている数字の中には津別町の数もあ

るっていうようなことを思ったのと、それとたまたま今回なのですけども取り組みの

違いなんかで勉強していこうということで、個人的ですけど美幌の取り組みはどうな

のかということで同時に今回質問をすることにしました。それでこれに特別ないので

すけども、みんなで考えなきゃならないとか、ものすごく法律やなんかもちょっとネ
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ットやなんかで見たのですけどもなかなか大変なことがたくさんあるのですけど、ま

ず経済的なことなんかはすぐここで解決できる問題では･･････、雇用だとかそういう

ところも割合の中では非常に高いのですけども、すぐっていうのはなかなか難しいか

もしれないのですけども、相談とかっていうようなことであれば、もっと可能なのか

なっていようなことと、それからいろんな見回りとか、そういうようなこともそれは

目的が違ってしている部分もあるのだと思うのですけども、そういうふうなことを総

合的にやっていけば、この数というのは減らしていくことが可能なのかなというよう

な気持ちにもなっているので、今回質問させていただきましたので、さらに何かこん

な話の中から、町長が今回またこういうようなことを思いついているというのがさら

にあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） まず、最初の防災体制の関係ですけれども、議員も参加され

ましたとおり高台町で去年初めて行ったところでございます。あれを見てまして、そ

の地域地域に特技を持った人がいるなというのがわかりました。非常に絵の上手な方

というかパソコンを扱うのが上手な人でして、高台町の全部の地図を書いて、そして

ここにはいつも見守らなくちゃならない人がいるよというのは色分けしたりだとかそ

ういうふうにして、かなり大きなパネルみたいなのまでつくってましたけれども、そ

れを見ながら何かあったときにすぐ声をかけていくということで、これだれつくった

のですかと聞いたらこの人だということで、若い方がつくられていましたけれども、

そういうものを見て、やっぱり進んでいるところは進んでるなというふうに、日ごろ

の人間関係というのがきちっとつながっているのだなというのを感じたところでござ

います。あれを例えば初めてやったのですけども、ほかの自治会の方も見学するとい

うかそういうことはもしあれば、何かもう一つの気づきがあったのかなというのは感

じましたので、そこの自治会というか防災組織だけでやったものですから、今度やる

ときはぜひほかの自治会もよかったら見に来たらどうですかということ、一緒に体も

動かしてみるということで、何というのですか自分たちのところの組織づくりにも役

立っていくのじゃないかなというふうに感じましたので、そんなことも検討していき
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たいなというふうに思っているところです。そして、この防災に限らず次の地域づく

りの部分につきましても、やっぱり地域づくりがすべてだというふうに考えてまして、

福祉は福祉分野、防災は防災分野ということでそこの自治会が、あるいは何というの

ですか集団があるわけではありませんので、その地域には福祉もあれば防災もあれば

何もかにもあるというような状態ですので、お互いにコミュニケーションがしっかり

とれるような組織になっていけばこれはどの問題もかなりのこと、ごみも含めて解決

されていくのではないかなというふうに考えていますので、そこの体制づくり、そし

て進んでいるところも見たりとか、そういう形で進歩していったらいいのかなという

ふうに、そのお手伝いをさせていただきたいなというふうに考えているところです。 

それから、自殺の部分については、これも多分見守りは子どもの見守りもあったり

とか、それからひとり暮らしのお年寄りを近所の方たちが見たりとかというのが社会

福祉協議会でも行われておりますけれども、地域づくりができてくればそういうもの、

そこだけじゃなくて一番多い先ほど言った５０歳代が一番死亡が高いというふうに聞

いておりますし、死亡の月というのは何か１０月が一番多いということだそうです。

そして、自殺をする手段というのですかそれは圧倒的に７割が首吊りというような報

告もきているところです。北海道の中では一番多いのが宗谷、そして上川、遠紋とい

うことで第２次保健医療福祉圏これが２１道内にありますけれども、その中で２１あ

る中で北網については８番目に高いというふうになっておりますので、この辺もやっ

ぱり先ほどの地域とつながりが深まることによって、まあどうしたのさっていうよう

なことが声がかけられるようになっていけばいいのかなというふうに考えているとこ

ろです。余談ですけれども、先だって介護というかそういう関係の講演会を聞く機会

があったのですけども、別の県では、なかなか隣の家に何というのですかリハビリを

受けるデイの車が来るのを嫌がるというか、うちのおじいちゃんでさえかかってない

のに何で隣のじいちゃんがかかるのだというようなことで、そういう県民性があると

ころがあって、迎えに行くヘルパーさんやそういう職員もユニホームを着ないように

して行くだとか、すごく気をつかいながら行っているというお話も聞きましたけれど

も、そういうことではなかなか何かあったときに何か変な感情ばかりが先に出て、う

まくいかないのだなという実情もお聞きしましたけれども、そういうことのないよう
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に津別は津別の温かい感じで進めていきたいなというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 質問ではなくて、あとは次に向けてちょっとお願いとい

うかしていきたいと思うのですが、まず、これちょっとお願いでないのです。ふとき

のう読んだものの中にごみで世相がわかるというのがあったのです。というのは、こ

こずうっと不景気になってきて買い方が変わってきたというのですね、私たちも担当

の方からごみが減ってきている、減量されてきているというようなことなのですが、

堆肥化しているところの先進的な事例で山形県の長井市がレインボープランというの

をやって、それぞれのうちの前にバケツか何かに生ごみを置いておいて、それを回収

して、堆肥にして、土づくりをしているというようなところが１３年だか１２年経過

したらすごく減ったっていう話の中で、担当者の人が非常に不景気になって無駄な買

い物というのですか、それと核家族だとか、高齢になってきて余り食べなくなったの

と、お店も大きな単位で物を売らなくなったからそういうものも減ってきているとい

うような話があったので、減少はしてきているのだけども、人口減という形での津別

町も減少なのか、そうでなく我々が意識をして減少してきたのか、やっぱり一度何と

いうかチェックというか確かめてみて、さらに減らしていく努力につながるものがあ

れば研究をしていただきたいなというふうに思います。 

それから、先ほどの地域で地域がみたいな人を支えるというようなことができれば

多分ごみの分別だとか、あるいはステーションに出しに行くときのものだとか、それ

から独居でいろんな痛ましいような事故だとかにはならないのだろうというふうに思

うのですが、まず、国の自殺だとか北海道のを見ると対策の目標に書かれているのは、

１人でも多くの自殺者をなくそうというのが目標なわけです。津別も１人ずつ出てい

るような状況であれば、津別からはみんなの見守りというかそういう相談だとか、い

ろんなかかわりの中でゼロに近づけられるような、そういう目標を持ってまちづくり

に進んでいただければありがたいかなというふうに思っています。いずれも、ここで

これらはすべて安心で安全にこの町で暮らしていくというところの一番根っこになる

部分じゃないかなというふうに思いますので、そういうところお願いも含めてですけ
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ども、町長は町長としての立場の中でいいまちづくりをしていただきたいなというふ

うに思って、終わりにしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 今総体的なお話言ったというふうに思います。地域づくり、

まちづくりというのは、すべてのベースになってくるのだろうというふうに考えてい

ます。自殺の件につきましても、議員今津別も１人ぐらいということでいろいろお調

べになったかと思いますけれども、数としては出ていないのですよね、津別で何人と

かっていうのは全体では出ているのですけれども、何パーセントというそこから割り

出す格好でいくと、１人ぐらい津別もいるだろうなということなのですけれども、葬

式なんかに行ってもそんな話は出るわけもありませんので、実際のところはちょっと

何というのですか、警察の統計ですのでわからない部分がありますけれども、それで

もそこに津別の欄の中にパーセントが出ていますので、それは確実にあるのだろうな

というふうに、それが恐らく年間１人ぐらいはいるのじゃないだろうかという推測が

立つわけですけれども、それはやっぱり実際に出ているので、そのこともいつも頭の

中に入れながら職員も含めて対応していきたいなというふうに思っています。ごみで

世相がわかるということで、本当にそのとおりだというふうに思っています。だんだ

ん世の中が便利になっていきまして、便利になったということは逆に我慢することが

難しくなってきた、そういうような時代にもなってきているのかなというふうに思っ

ています。例えば、昔自分たちが小さいころでしたら店は大体６時ぐらいには閉まっ

ていたわけですけれども、物を買うにも、次の日行くというのが当たり前だったので

すけど、今は２４時間開いているということで、そこの中でそれだけでもう子育てが

変わってくるといいますか、その家庭によってはすぐ開いているから行こうと連れて

行く、子どもが例えばチョコレートほしいって言えば、そういう子育てをするところ

もあるでしょうし、あしたねっていうところもあるでしょうし、そういうものを夜食

べると虫歯になるからだめだよっていう、そういういろんな何ていうのですか社会形

態に合わせた時代の変化っていうのが子育てにも出ているのだろうというふうに思い

ますけれども、そういう多様化イコール複雑化みたいな時代になってきて、ごみもだ

んだん何というのですか複雑に分別していくということで、でも、そのことが社会の
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あとでまたこの部分については還元する循環型の社会につながっていくということで

すので、それはちゃんと伝えながら皆さんと理解を共通にしながら地域づくり、まち

づくりを進めていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（鹿中順一君） 昼食休憩とします。 

 

             休憩 午前１１時５２分 

             再開 午後 １時００分 

 

○議長（鹿中順一君） 昼食休憩を閉じ再開します。 

 次に、８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 〔登壇〕 ただいま議長の発言のお許しをいただき、さきに

通告の一般質問について３点ほどお願いをしたいと思います。 

まず、最初に１点目でございますが、任期満了を１２月に迎える町長につきまして、

４年も残すところ約９か月となったところでございますが、２期目を目指すのかどう

かお伺いをしたいと思います。 

 ２点目につきまして、町政方針でも述べておられますが６次産業化の検討について

これからの農業活性化を図る上で重要な政策であるというふうに考えられます。ぜひ

この６次産業化を図って津別町に新たな企業家が育つように進めてはどうか、考えを

聞きたいと思います。 

３点目につきまして、平成１０年からスポーツ合宿を津別で始めております。この

関係につきましては、地域活性化と交流人口を図るという施策の中で、今年で１３年

目を迎えるものになっております。これまで多くの合宿を本州内外、道内を含めて町

内のスポーツ施設を利用して合宿を行っているところでございます。この１３年目を

迎えるにあたって、これまでの地域の活性化、交流人口ももちろんでございますが、

このスポーツ合宿を通じて町内の児童、生徒への真のスポーツと触れ合って、より教

育効果が出せるようにひとつ考えるべきではないかと。いわゆるスポーツ、芸術につ

きましては大事な教育の一環であると思います。子どもたちがこのスポーツに触れて
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生きる力をはぐくみ、豊かな人生につながる、将来に当たっては人づくり、地域づく

りにつながるというふうに考えられますので、この点についても取り組みできないか

お伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 山内議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 教育長。 

○教育長（阿部博道君） 〔登壇〕 ただいま合宿関係のご質問がございましたので、

最初に私のほうからお答えをさせていただきたいというふうに思います。 

今全国的な少子化が進んでおりますけれども、津別町も例外ではなく年々子どもが

減少しているところでございます。全国的な傾向といたしまして、その中で家庭教育

の低下なのか、少子化の影響なのかわかりませんけれども、放課後や学校が休みの日

でも子どもたちが外遊びをしている姿を見たことがない、子ども同士のルールすら満

足に身についていない、親の目の届き過ぎで子どもみずから考え実行することや、夢

を持って挑戦することなどが欠けていると、何か行うのであればすべて準備してあげ

なければなかなかやろうとしないというふうに、全国的にこういう問題が指摘されて

いるところでございます。そのようなことから、私としましては学校教育は当然重要

でありますけれども、家庭教育や社会教育につきましても、社会的ルールやマナー、

そして人の心を思いやる気持ちなど人間形成に大変重要なことであるというふうに認

識をしているところでございます。スポーツに限らず芸術や文化におきましても、自

分の目で見て、聞いて体験できるものは体験していただきたいと思って取り進んでき

ているところでございます。 

ただいま議員から質問がありました件につきましては、毎年スポーツ合宿を受け入

れている中でサッカー、野球、バスケットにつきましては、少年団や中学校の部活の

子どもたちにスポーツクリニックを実施していただいています。それから、筑波大学

ラグビー部におきましては、児童館利用の子どもたちや保育所の児童との交流会も開

催しているところであります。今後におきましては、山内議員おっしゃるとおり平成

１０年より津別町で合宿をしていましたＮＴＴコミュニケーションズと、昨年は会社

の都合で北海道には訪れておりませんけども豊田自動織機の両チームが悲願でありま

した来期からトップリーグの昇格を果たしたということから、町内の試合の数は昨年
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よりも大幅にふえると思っているところでございます。その厳しい練習風景や練習試

合を見ることによって、多感な子どもたちに与える影響は非常に大きいものがあると

いうふうに私も思っているとこでございます。これらにつきましては、学校や子ども

会組織、少年団の指導者にも働きかけながら子どもたちが生のラグビーの迫力を自分

の目や耳で体験して、その本物のスポーツのすばらしさを実感をしてもらいたいとい

うふうに思っているところでございます。さらには、子どもたちばかりでなく多くの

町民にもグランドに足を運んでいただけるよう町内の練習試合が組まれた際には広く

町民の皆様にもＰＲして、ぜひ観戦をしてもらえるように検討をしていきたいという

ふうに思っているところでございますので、よろしくお願いを申し上げたいと思いま

す。 

 以上、合宿についての答弁とさせていただきます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 それでは山内議員のご質問にお答えしたいと思い

ます。 

まず、２期目を目指すのかという点についてでございます。早いものでっていうの

は本当に月並みな言葉でございますけれども、任期の最終の年を迎えたところでござ

います。思い起こしますと、当時さまざまな方からお声がかかりまして、悩んだ末に

出馬を決意したのはちょうど平成１８年の１１月９日のことでございました。翌１０

日には退職願いを提出いたしまして、１３日に前工藤町長から退職辞令をいただいた

ところでございます。その後、あわただしく１９日に事務所開きを行いまして、２８

日の告示には無投票ということで栄誉をいただいたところでございます。当時出馬を

するに当たって、冒頭にごあいさついたしましたのは、津別を思う多様な考え方があ

りますけれども、お互いに違っていることを強調するのではなくて少しでも共有でき

る部分を広げていきたいというふうな決意を述べさせていただいたところでございま

す。この間、実に多くの方々のご助言、あるいはご協力をいただいて、今日まで来て

おりますけれども、このことについては幾重にも感謝している次第でございます。任

期最後の予算をしっかり実行させていただきたいというふうに考えておりまして、次

のことにつきましてはご支援をいただいた方たちにもご相談申し上げまして、しかる
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べきときにご報告をさせていただきたいというふうに今考えているところでございま

す。 

 それから、二つ目の６次産業化による農業の活性化の関係でございます。この農業

の６次産業化というのは、日本女子大学の教授で東京大学の名誉教授の今村奈良臣さ

んがつくった造語でございますけれども、１次産業掛ける２次産業掛ける３次産業イ

コール６次産業ということを定式化いたしまして、全国の農村に呼びかけて始まった

運動でございます。農産物を生産するだけではなくて、加工などして付加価値をつけ

て、さらに販売なども行い、農民やそれから地域の所得をふやしていくと、そして都

市の消費者や学童などにも農村に来てもらうようなそういった多面的な活動を行おう

というものでありまして、そのトップランナーとしては今広島県の世羅高原６次産業

ネットワーク、これが全国的にも有名な６次産業の取り組みを行っている地域という

ことでございます。国の平成２２年度の予算案を見てみますと、この農産漁村の６次

産業化と、この取り組みの支援としてことし初めて１３０億円が計上されてございま

す。この３月１２日にも農林漁業者みずからが加工や販売分野にも進出することを無

利子融資などで支援するという農林漁業６次産業化促進法案が閣議決定されたところ

でございます。こうしたことから今後地域における多様な産業がお互いに連携して農

畜産物等の加工品開発、あるいは直売場、レストランだとかそういった地場畜産物の

付加価値向上と販路拡大に向けた取り組みが活発化してくるのではないかというふう

に考えているところでございます。本町におきましても、御承知のように第５次の津

別町総合計画において明示しているとおり、農商工連携でもありますＪＡ、それから

商工会、食品加工や木材加工、そして農業者などからなる津別町地場産業活性化協議

会を設立いたしまして、町を上げて地場産品のブランド化に計画的に取り組みたいと

いうふうに考えているところでありまして、本年はこの活性化協議会の設立に向けて

関係者との協議を進めてまいりたいというふうに考えているところです。また、本町

は既にブランド化されておりますオーガニック牛乳や、それから特別栽培農産物のほ

かにも多くの素材が存在しておりますので、さらに地域循環型農業の展開や環境に配

慮したまちづくりを積極的に進めていくことによりまして、エコタウンつべつとして

の地域イメージの向上につなげていきたいというふうに考えておりますので、よろし
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くお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 教育長からご答弁いただきましたスポーツ合宿の関係でござ

いますが、この関係につきましては思うところ、ことしの町政方針の教育のところに

書かれております。この中段のほうに、現在これは多分、津別の教育を指して言って

いるのではないかと思いますが、子どもたちの学ぶ意欲の低下、規律、規範意識や道

徳心、自立心の低下、いじめ、不登校、体力の低下などを書いております。こういう

ものを具体的にちょっと書いておりませんけども、こういうものをいわゆる問題を解

決するに当たってはいろんな昨年から木育だとか食育、そういう施策も盛り込んでお

りますが、やはり私が申し上げているのは、このせっかくラグビーにおきましてはＮ

ＴＴコミュニケーション、豊田織機が長年、平成１０年から昨年まで津別で合宿して

トップリーグに上がったとそういうこともあります。このスポーツ合宿によって教育

でいわれている知育・徳育・体育、そのほかに美育だとかございますが、そのうちの

この体育を重視した中で教育をすべきではないかと。この観点につきましては学校教

育ではなかなか難しいものがあるのではないかと、そういうふうに考えているところ

です。これをできない部分をせっかく多くのスポーツ合宿が津別を訪れるということ

から、できればこの合宿の生の練習、それから試合を含めて子どもたちに触れさせて、

もしくは体験するなどやっていただいて、この今町政方針で書いておりますこの問題

について解決につなげるべきでないかなと、そういうふうに考えているところです。 

 それから、町長１期目の急に出たと、そういうこともあって云々という話はお聞き

したところです。９か月を切った中でしかるべきところに相談する、その後態度を示

したいというような答弁でございましたけども、さきに町長を囲んで集いが行われた

かと思います。そのときに発言された言葉からすると、ちょっとこの今お答えいただ

いた部分が違うのかなと。かつ、町長１期目は計画を随分つくっているところです。

もう２２年度４月から始まる中でまだその態度を決めないということは、この重要な

計画が進めるに当たって支障が出るのではないかなと、そういうふうに考えていると

ころです。やはり早くその態度を示して、重要な２２年度から始まる重要な施策を的

確に道筋をつけて次につなげていくことが大事ではないかと、そういうふうに考える
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ところです。 

 その次に、６次産業化でございますが、お答えいただいた内容では国の政策もわか

ります。これまで何年もかけて農業者が独自に研究開発したものだとかブランド化し

たものが随分ございます。いろんな形でそれを商品化だとかしているようでございま

すが、この６次産業化については農業者がその２次産業、３次産業のノウハウだとか

連携を持ちながら農業がただ生産するだけでなく加工して販売をするそういうその農

業者の新しい分野になるのではないかと、そういうふうに考えております。若者が今

現在いろいろ頑張っておりますが、そこの道をつくる行政の支援が足らないのではな

いかと、そういうように考えております。町政方針でもいろいろ書いておりますが、

やはりこの若者が頑張っている農業をどういう形で支援すべきかいいのかもわかって

いると思いますが、早くこれあたり解決できるような形で頑張っている農業を、この

新たな６次産業化に結びつけて地域に企業家が育つような形で進めていただきたいな

と、そういうふうに考えております。最近、若者といろいろと意見交換したら、農協

含めて町の支援について不満が聞こえているところです。これあたりをかんがみて、

ひとつ力を入れていただきたいと、そういうふうに思います。よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長（鹿中順一君） 教育長。 

○教育長（阿部博道君） ラグビー、子どもの関係でございます。町政方針に載せて

ございますこの部分につきましては、今の段階としては津別町においては、それほど

目立っていないかなというふうに思っております。こういうことにならないように今

一生懸命やっているということでございます。それで、当然子どもに見せたいという

のは以前から思っておりました。ただ、学習指導要領が改定になりまして、かなりの

時数が小学校１年から中学校３年までふえているということがございまして、総合的

な学習の時間もどんどん削られてきているということでございます。そういう中でど

れだけ可能なのかということにつきましては、これから当然学校と打ち合わせをしな

きゃならないと思います。確かに私もラグビーを拝見させていただきまして、本当に

あれを見たら本当に恐らく子どもは感動するのでないかなというふうに思っていると

ころでございます。そういうことから芸術、文化も含めてそうなのですが、心のゆと
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りというものも生まれるのではないかというふうに思っております。それで私は学校

の先生方との会議がいろいろありますけども、特に言ってますのは、津別町の教育振

興協議会という会議がありましてそこで必ず言うことは、今山内議員がおっしゃられ

ましたように知・徳・体、要するに社会教育と学校教育のバランスのとれた教育をお

願いしたいということをずっと言い続けているところでございます。そういうことか

ら、先ほどいいましたクリニック、それから去年はトップアスリート事業ということ

で、これ国の事業なのですけども、こういうこともやってございます。内容につきま

しては、元Ｊリーガーのオリンピック選手でございます遠藤彰弘さんに来ていただき

ましてサッカーをやってございます。確か４０人から５０人の子どもらが集まったか

なというふうに思います。そのときに子どもらがゴールネットの前で１０人ほど並ん

で、遠藤先生がゴールキックをするわけですけども、子どもに当たらないようにバー

の上目がけて打っているということで、すごいということで子どもは本当に実感して、

感激をしておりました。それで、受けたいという子どもがおりまして、先生が軽く打

っただけで腹で受けたものですから、うーんとうなり出したというふうなことで、い

ろんな体験も今しているような状況でございます。５月か６月になるかなというふう

に思いますけども、これは運動ではないのですけども、ペットボトルで飛ばすロケッ

トではなくて火薬で飛ばすロケット授業もやってみたいということで今学校にお願い

をしているとこでございます。これは専門の先生がつきますので決して危険なことは

なくて、これも文科省の事業でございまして道内に講師がいるということから、ぜひ

これもうちのほうとしてはやっていただきたいということで、いろんなことをお願い

をしている、勉強以外にですね。そういうことで本当に心豊かに体力もそうですけど

もいろんな体験をしてもらって、本当にこれからの人づくりに努めていきたいなとい

うふうに思っているところでございます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） ２期目の関係のことでございますけれども、集いといいます

か新春の集いを開いたわけでございます、中央公民館でですね。そのときと趣旨はほ

とんど同じというふうに言葉が全く１００％全部一致しているかどうかはあれですけ

ども、考え方は全部同じというふうに今回も答弁させていただいておりますので、そ
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して、町政方針に書きましたけれども任期最後の年ということで、この予算をしっか

り進めていきたいということでございます。これから予算の審議も始まるかと思いま

すけれども、その中を皆さんに受けとめていただいて、職員ともどもそれをしっかり

進めていきたいというのがこの４月からの仕事であろうというふうに考えているとこ

ろです。その後のことは、そう遠くないうちにまた機会をみてご報告をさせていただ

きたいというふうに考えているところでございます。 

 それから、６次産業のことについては、今いろんなところで若者たちも一生懸命や

っていますし、それぞれいろんなものをつくられています。若い人たちもヤーコン茶

つくったりとか私も飲んだりしていますけれども、そういうさまざまな動きが出てき

て、だけどもそれを何というのですかもう一つステップアップしていくために少し苦

労しているという部分もよく聞いておりますし相談されることもあります。そこで行

政としては６次産業ということで、農業者みずからが１、２、３というふうに進んで

いくというのは６次産業の形ですけれども、先ほど言いましたようにもう一つ農商工

連携というのがあって、そこがやっぱりちゃんとなるかどうかというのが行政の役目

でもあるかというふうに思っています。例えば農協の総会に行きますと議案書の中に

も農商工連携という言葉も出てきますし、商工会の総会に行っても農商工連携という

のは言葉としては出てくるのですけれども、双方のトップがまだそのことについて話

したことはないというのも承知していますので、これまでまちづくり懇談会というこ

とで自治会単位でのお話と、当時に各林協なら林協、あるいは農協なら農協と、それ

から商工会は商工会ということで別に業界とのお話し合いもさせていただいていると

ころですけれども、それをまとめて一緒にお互いにやりとりをするというか話し合う

という、それがちょっと次のステップに入ってくるのかなというふうに考えています。

そのことによって双方の業界、あるいは行政も中に入って意見交換する中で、それは

もう既にやっているよとか、それはその部分はうちでカバーできるよとかっていうの

は、次々と出てくるのではないかなというふうに思いますので、それを進めていけれ

ばなというふうに思いますし、そのことが今やろうとしている人たちの後押しにもな

っていくというか、後ろ盾にもなっていくというのですか、そういうことになってい

くのだというふうに思いますので、そんなふうに進めていきたいというふうに思って
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いますので、活発なことになっていけばいいなというふうに思っています。ちなみに

先ほど世羅町のお話しをしましたけれども、たまたま一昨年なのですけども、これは

毎年１１月に全国町村長の大会が東京のＮＨＫホールで行われるのですけども、それ

を活用して斜網、網走管内全部の町村長で、当時有岡宏さんが今も今度３月１日に再

び議会で承認されて副知事に再任されたようでございますけれども、そこの有岡さん

のお勧めもあって全部の町村長で幾つか広島を見させていただいて、その中の一つに

６次産業の世羅町がございます。これ非常に活発にやっていまして、ここは３町が合

併して世羅町という名前になりましたけれども、平成１０年から延々とやってきてい

まして、今年商が大体１６億ぐらいあるというような状況ですので、こういったとこ

ろを見てきたものですから、その後の農協の津別の大会のときにもぜひＪＡの皆さん

もそちらのほうを見ていただいたらどうでしょうかということで、行って来たという

お話も聞いております。それで、そのときはまた有岡さんのいろいろご面倒をおかけ

したわけですけれども、そういうふうに優れてやっているところもこれから見たりと

いうことも含めて一つ一つ町の６次産業化が活発化していくように、早々１年、２年

で何か物が出てくるというのはなかなか難しいかと思いますけれども、取り組みの中

でそれこそ１０年たってみたら随分変わったなというのが出てくるかと思いますので、

そういうものにはいろんな形で支援をしていきたいと思いますし、国もわざわざ１３

０億ものお金をそれにことし初めてつけたということですから、活用方法についても

しっかり検討してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） スポーツ合宿につきまして、生徒、児童はもちろんのこと教

師についても私は合宿中、足を運んで見るなり、体験するなり、そういうものも必要

でないかと、そういうふうに思います。最近教師につきましては、北見だとか地方か

ら通って来ている先生が多いと。そうした中で放課後の触れ合いだとかそういうもの

が疎遠になって、この教育の中に生かせるということは非常に難しいものがあるかな

と思いますので、ぜひ教師にもひとつこういう取り組みについて学校サイドと協議し

てやっていただきたいなと、そういうふうに思います。 

 しかるべき時期に態度を示したいということでございますが、それはいつかはわか
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りませんけども、町長がなぜ今ある程度言えないのかなと、迷いがあるのか何かわか

りませんけども、やはりこれはいつ６月になるのか９月になるのかギリギリなのかわ

かりませんよ、やはりそういうものをはっきりしなければ町民もどうなのだと、そう

いうことは多分気持ちの中では持っているのではないかと、そういうふうに思います。

そういう先ほど私が申し上げたとおり重要なものを計画にのっとっていろんな組織を

つくるということを今いろんなものに書かれておりますが、そのつくるに当たって何

度も言いますが、やはり町長の態度が重要になるのではないかと、そういうふうに思

うものですから再度お伺いをしたいと。 

 ６次産業につきましては、国のほうも予算づけして政策的に進めるということで今

の段階でございますので、ぜひ底辺のほうのそういう活動だとかいろんなものを汲み

上げて、若者が意欲を持てるような形のものにしていただきたいと、そういうふうに

思います。 

○議長（鹿中順一君） 教育長。 

○教育長（阿部博道君） ラグビーの関係ですけども、教師の方々にも見ていただき

たいということでございます。これは先ほど申し上げましたように学校と打ち合わせ

をしてお話をするといったことに含まれるかなというふうに思います。ちょうどラグ

ビーの合宿時期が夏休みということがありまして、学校が子どもらをまとめてどうな

のかという部分もありますし、ただ、先生方夏休みも学校に来ていますので、先生方

だけで行くっていうのはちょっと可能なのですけども、子どもをそのときにどうする

かというのがちょっとあるのかなと、それで先ほど少年団とかいろんなところに声を

かけて極力行ってもらいたいなということでございます。これは先生に行ってもらう

ようにするお話をしまして、先生と話してどういうふうに子どもたちと対応していく

のか、それらについても今後検討していきたいというふうに思っています。それと町

内に住んでいない先生が多いということでどうなのだという部分がありましたけども、

確かに町内に住んでくれている先生は今半分ぐらいですかね。ただ、よその町村から

比べますとまだ多いほうなのですけども、ただ、先生方につきましては定時で帰宅し

ているという先生はほとんどいないというふうな状況でございまして、それで子ども

と一緒にいる時間というのですか、そういうものを極力持っていただいていると。あ
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るいは自分の仕事を片づけているということでございますので、これらについては私

も東京でラグビーを見せていただきましたけど、本当、選手のスクラム組んだときの

息づかいですとか、ああいうもの聞いたときには本当にすばらしいなという感じがあ

りましたので、そういう部分も伝えながら、学校と協議をさせていただければなとい

うふうに思いますし、当然先ほど申し上げましたように町民の方々にもＰＲしながら

足を運んでもらうように、また実行委員会の皆さんと協議をさせていただきながら進

めてまいりたいというふうに思いますので、ご理解をお願いいたしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） ２期目の関係につきましては、先ほどお話したとおりでござ

います。なぜ言えないのかということなのですけども、そんなに急がなくてもいいの

じゃないかなというふうに思います。というのは、何日か前、先週ご質問を受け、こ

ういうものを質問しますよと、仮に出る、あるいは出ないというにしても私自身の気

持ちとか、やるならやる、やめるのならやめるということで整理する時間というのは

当然必要になってくるわけですね、ですからご質問を受けてここ何日かぐらいでお話

をするという状況にはなりませんので、それで今までやってきたことをまずはきちっ

と最終の任期の年ですので継続して１年、２年、３年計画が多かったですけれどもそ

の実行に入っていくと。そして、そういうものを見極めながらしかるべきときにお話

をさせていただきたいということでございますので、その間にいろんな方のご支援を

受けておりますので私一人が勝手にこうします、ああしますというようなことでは、

最後は自分が決めることになりますけれども、ご相談をさせていただく時間もきちっ

と与えていただきたいというふうに考えているところでございます。 

 それから、農商工連携とか６次産業の関係については、やはり次の世代が育ってい

かないとこの町っていうのは成り立たなくなりますので、それはしっかりその辺は考

えて進んでいきたいというふうに思っていますので、協力体制はしっかりとっていき

たいというふうに思っているところです。 

 あとスポーツ合宿、教育長のほうでちょっとお話しておりましたけども、町のほう

としても支援体制とっていきたいなというふうに思ってますし、山内議員とも一緒に

東京に行ってラグビーのお祝いをしたわけでございますけれども、そのときＮＴＴの
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方も言っていましたけれども、津別の場合は幼稚園の子どもたちは津別の練習試合を

地元ですから見に行ったりも既に行っています。ですから幼稚園の先生たちは、そう

いうものを自分の幼稚園教育のプログラムの中に入れながらやっておりますので、そ

れはぜひとも小中学校の中でも、あるいは高校の中でも、どういう時間帯で組んでい

くかというのは、いろいろそれは学校の関係ありますけれども、ぜひやっていただき

たいということで、やっぱり本物を見ていくということはそれだけですごいことです

ので、それをぜひ学校のほうにも私の立場からもお願いしたいというふうに思ってい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 次に、２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 それでは議長の許しを得て町民の方等の切実な要

望と私の感じている点を含めて具体的に質問をしますので、極力簡潔でわかりやすい

答弁をよろしくお願いいたします。 

 まず、第１点目、シカ害対策の今後のあり方はということで、これにつきましては、

新年度の町政方針にシカ害対策の第２段で、農家の窮状を極力打開する観点から再整

備の方策等について伺いたいと思います。具体的には再整備調査結果の概要、被害防

止計画の策定、現状での主な被害地区と被害額、次に、第一次整備の効果と課題、農

家希望と受益者合意、それと最後に事業計画の現状と方策等のあらまし、これは補助

事業の一般的な基本的なものについて、わかっている範囲でお答えをいただきたいと

思います。 

 次、第２点目の相生物産館を障害者に優しい施設づくりに改善整備してはというこ

とで、これも新年度の町政方針に障害者福祉が明記され、自立と社会支援の充実がう

たわれており、特に近年社会弱者に優しい施設づくりが逐次進みつつあるとは思いま

すけれども、町関連施設の早期改善整備を進言をしたいというふうに思います。もっ

て障害者が外に出てくる意欲等を増進し、気分転換等を促し、障害があればこそ気づ

く健常者にはわからない、気づかない盲点を克服して、まず町長はでてこいランドを

つくりましたけども、このような誠心訓を生かしつつ障害者の目線に立った施設づく

りにより打てば響くまちづくりを目指し、常に親しまれ、喜ばれ、利用されるよう一

層の充実を図りながら、さらに道の駅の名声と活気を高めてはどうかということでご
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ざいます。 

具体的には、現場に身障者の駐車場がございますけれども、駐車場から直結した車

いすのスロープ等がないということで中央のほうにはあるのですけども、あそこはち

ょっと車の往来が激しいのではないのかなということで、駐車場のその乗降場所にス

ロープを新設をしたらどうかということでございます。それともう１点は、身障者ト

イレは立派なのですけども温風タオルの設置がないということで、これについても整

備をされるほうがよろしいかなというふうなことでございます。 

 続いて第３点目、町の外郭団体等への町職員等の再雇用についてはということで、

近年、町の職員も定数減等で人員の配置不足が苦慮され、また定年者は年金支給が一

定年齢まで一部支給停止、または遅延等が現実となり、やがては６５歳支給というふ

うな形になることは御承知のとおりでございます。そのような激変等がございまして、

それぞれ生活等も大変な時代を迎えつつあるのでないかなというふうなことで、外郭

的な職場等の条件やなんかを逐次整備を図りながら、有為で経験豊富な人材を再雇用

の上、これを積極的に活用して、町との連携とあわせパイプづくり等に役立ててはど

うかということでございます。補足としましては、町のいろんな関連施設につきまし

ては民間人材等も活用している組織もありますので、有効併用が妥当でないかという

ふうなことについてつけ加えておきます。具体的な質問としましては、想定される団

体、これについては社会福祉協議会、ケアハウス、振興公社、ランプの宿、人活セン

ター等々ありますけども、これらについて官民合わせた再雇用の門戸を開くべきでな

いかなというふうなことです。もう一つは再雇用等の期間については、年金受給のお

おむねこれと符合させまして、２年から５年ぐらいの範囲で後進に道を譲る方法等も

検討しながら適材適所、輪番配置をする方法はどうかというふうなことでございまし

て、あわせてこれらをやるには、新たなルールづくりだとか予算面等も含めていろい

ろあると思いますので、十分検討されて実行に移されるほうがいいのかなというふう

なことで考えてございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 谷川議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 それでは谷川議員のご質問にお答えしたいという

ふうに思います。 
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まず、シカ害対策の今後のあり方ですけれども、６点ご質問があったというふうに

思います。一つ一つお答えしたいと思います。まず、一つ目の整備調査結果の概要に

ついてということでございますけれども、ことしの１月に全町的な整備要望量が取り

まとめられまして、ほぼ全域から要望が出されたところでございまして、延長が５５

キロメートル、これに対する概算事業費が２億６，０００万円ということで試算した

ところでございます。 

次のご質問の被害防止計画の策定についてでありますけれども、これは国の鳥獣被

害防止総合対策交付金、これを活用するために津別町鳥獣被害防止計画、これを作成

したところでございます。これによりまして津別町有害鳥獣対策協議会というものを

新たに設置することになることになります。 

 三つ目のご質問ですけれども、現状の主な被害地区と被害額についてでございます。

被害地区は、ほぼ全町に広がっておりまして、被害面積と被害額につきましては平成

１７年から申し上げますと、平成１７年が１７ヘクタール、７１７万３，０００円だ

ったのですけれども、平成１８年には２４ヘクタール、１，２５９万４，０００円に

ふえております。そして翌平成１９年は３８ヘクタール、１，０７３万円の被害にな

っております。そして平成２０年には５５ヘクタール、１，５４３万５，０００円と

いうことで増加傾向ということになってございます。 

 次に、四つ目でございますけれども、第一次整備の効果と課題についてはというこ

とでございました。効果としましては、平成６年の調査で、このときの推定被害面積

が１，１６５ヘクタール、そして翌平成７年の推定被害額ですけれども２億１，５０

０万円だったというふうに記載されてございます。これを平成９年から１２年にかけ

ましてシカ柵を設置いたしたところでございますけれども、これによりまして被害面

積、被害額とも大幅に減少したところでございます。そういったことから設置の効果

は十分に認められたところでありますし、また、それまで農業者が毎年電気牧柵、あ

るいは防護ネット、これを設置したり取り外したりというような、そういった労力の

低減が図られたということもメリットとして、効果としてあったというふうに考えて

います。課題としましては、シカ柵を河川や道路に設置できないものですから、そこ

がシカの侵入経路になってきまして、また当時受益者負担等を考慮いたしまして、費
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用のことも考えて最短ルートで設置いたしましたので、どうしても柵の内側に山林を

囲む場所が出てきまして、そこで繁殖するようなことにもなってきたというのが今の

課題になってございます。 

それから、五つ目の農家希望と受益者合意の関係ですけども、今回の設置につきま

しては、全町的な設置ではなくて大半が部分的な設置ということになりますことから、

農家負担を含めた受益者合意を十分に行う必要が、やらないところもありますので、

行う必要があるというふうに考えておりまして、合意が得られない地区については、

実施は困難ではないかというふうに考えているところでございます。 

ご質問最後の事業計画の現状と方策等についてでございますけれども、設置対象地

区につきましては、要望箇所を効率的に実施してまいりたいというふうに考えており

ます。制度の事業面については、先ほども申し上げましたが鳥獣被害防止総合対策事

業、こういった制度の事業名でありまして、補助率につきましては津別町は過疎地域

等５法指定地域になっております関係上５５％の補助率でございます。事業量はこれ

も先ほどいいましたように５５キロメートルということでございます。事業期間です

けれども、平成２２年度から２４年度の３か年を計画しておりまして、２２年度につ

きましては２０キロメートル、翌２３年度も２０キロメートルと、そして最終年の２

４年度には残りの１５キロメートルを予定しているところでございます。ただ、２３

年以降御承知のように国の補助制度が変わります。一括交付金ということになりまし

て、これがどのような形態になってくるのかというのが今不確定な要素がありますの

で、２２年度はそのまま進めるわけですけれども、２３年度以降についてはなお注視

する必要があるのかなというふうに思っているところです。施工方法につきましては、

従来同様の方法ということに考えておりますけれども、柵の高さにつきましては、こ

れまで２メーター５０センチだったのですけれども、これは１メーター８０センチで

大丈夫ではないかというご意見もありますので、これも検討してまいりたいというふ

うに思っているところです。それから農家負担の方針の関係ですけれども、概算事業

費が先ほどいいましたように２億６，０００万円で５５％の補助ということですので、

補助残については残り４５％が受益者負担ということになります。それでいきますと

１億１，７００万円が地元負担ということになりますけれども、これを町と農協と、
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それから農家の三者で分担してはどうかというふうに考えておりまして、ただ町の負

担につきましては特別交付税の措置が８割ございますので、このことも勘案しながら

負担割合を検討していきたいというふうに考えているところでございます。 

 それから、二つ目の相生物産館の障害者対応施設に改修をということでございます

けれども、相生物産館は平成１２年に建設されまして、平成１５年度に道内で８１番

目の道の駅に指定されたところでございます。この相生総合交流ターミナルの施設に

つきましては、観光の拠点にもなっておりますので、障害のある方も含めて多くの方

に利用していただきたいというふうに考えているところでございます。建設当時は、

当然障害者の方の利用も想定しながらつくられたものだというふうに考えております

けれども、ご指摘を受けました身障者用駐車場に直結した乗降所に車いす用のスロー

プを新設してはどうかということでございますけれども、これは現在３台分の身障者

用の駐車スペースがございますけれども、担当のほうで現場を確認いたしましたとこ

ろ、身障者用の駐車スペースからそのままなだらかになって歩道に上がれるようにな

っている状態になってございます。ただ、上がった歩道のインターロッキングが経年

劣化しておりまして相当ゆがみだとか、でこぼこ、ひび割れ、これがございますので、

これについては今後補修を行いまして快適な環境づくりをしていきたいというふうに

考えております。 

それから、トイレ内の温風タオルの関係ですけれども、これは男女それぞれのとこ

ろには手洗いの場所に温風タオルを１個ずつ設けてございますけれども、ご指摘のよ

うに障害者の方などが利用する多目的トイレ、ここには設置されておりませんので、

今後車いすの方の使用を前提にしまして、高さを考慮して設置したいというふうに考

えているところでございます。 

 それから、最後の町内外郭団体等への職員の再雇用についてという関係でございま

す。まず、職場内での再雇用についての現状をお話しいたしますと、議員ご指摘のと

おり経験豊かな人材を再雇用してはどうかということで、国の制度改正にあわせまし

て町も定年を迎えた職員が引き続いて再任用職員として勤められるよう平成１４年度

に条例の設置を行ったところでございます。そもそも、この制度ができた背景という

のは、本格的な高齢化社会を迎える中で国家公務員、地方公務員ともに公的年金の支
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給開始年齢を段階的に６５歳に引き上げるということを踏まえまして、職員が定年後

の生活に不安を感じることなく、そして職務に専念できるよう雇用と年金を連動させ

まして、長年培った能力、あるいは経験、こういったものを有効に発揮できるように

定めたものでございます。しかし、本町のような人口規模、あるいは財政規模の中で

定数の管理計画で定める職員枠に余裕がなく、再任用職員は職員の定数内に入ってく

ることになっておりますので、再任用するのであれば若い職員を採用したほうがいい

のではないかというご意見も実際にはありまして、町民の皆さんの理解がなかなか得

られないのではないかという判断から、これまで運用を見送ってきたところでござい

ます。 

しかし、今後数年続く職員の大量退職によりまして、組織の運営において住民サー

ビスに大きく影響しないように業務のノウハウや技術継承、これらの面から再任用に

ついて引き続き検討していきたいというふうに考えているところです。 

また、外郭団体に職員ＯＢの雇用の受け皿をつくり、町との連携による業務のスム

ーズな運営に結びつけてはどうかというご提案につきましては、大変ありがたいお話

だというふうに受けとめているところでございますけれども、外郭団体にありまして

は、それぞれ、そこそこの考えのもと組織運営をされておりますので、実現の可能性

の有無も含めまして、今後関係者とご相談させていただきたいというふうに考えてお

ります。また、役場職員だけではなくて町内企業などにお勤めの方で長年培ってこら

れた知識や技術、あるいは経験、こういったものをお持ちの方につきましても外郭団

体への再雇用の対象として検討すべきというふうに考えておりますので、この辺も検

討しながら今後進めてまいりたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（鹿中順一君） 暫時休憩をいたします。 

 

             休憩 午後 １時５７分 

             再開 午後 ２時１４分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 
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谷川忠雄君に発言の続きを許します。 

 ２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） それでは再質問をいたします。シカ害対策の関係ですけれど

も、町長からかなり詳しい説明がありましたので、それによらない部分だけ再度質問

したいと思います。まず、今回の対策については、多分美幌の町界、東岡のほうが入

っていると思いますけども、全町と言っていましたから入っていると思いますけど、

この辺の重点施工も当然あるのかなということについて１点伺います。それと町費助

成につきまして、前回の対策で３％というふうなことだったと思いますけども、やは

り農家バランスの関係からいって、物価変動もありますけれども、その辺の目安が分

岐点かなというふうなことで申し上げておきます。 

あと、もう一つは、柵内の残留ジカの関係なのですけども、これはやっている当初

からいろいろあったのですけども、これらについても有効策がなかなか見出せないと

いう事情はわかりますけども、以前、何か知床のほうではヘリコプターで上からとい

うふうな話も、あんな乱暴なことはできないと思いますけども、極力何かいい方法が

あれば考慮いただきたいなというふうなことを申し上げておきます。 

それともう一つ、高さについては１．８というふうな話ありましたけども、これは

わずかな高さを低くすることによって、せっかく金かけても効果がないのでは意味が

ありませんので、これはやっぱり実際の農家の方に検証されてからやられるほうが望

ましいかなということで、これはやっていると思いますけども、その辺念を押してお

話をしておきます。   

それと、河川と道路の迂回侵入の関係なのですけども、シカも相当学習をして当初

より大分入ってきているというふうな話も聞いてますので、この辺も十分検討の余地

があるのかなということで再度精査、検討をお願いしたいと。 

最後になりますけども、未納の関係なのですけども、前回のときもいろいろありま

したけども、やはり農家合意をきちっととると、それさえあれば未納にはならないと

いうふうに一応は思っていますので、この辺を十分に対応をして合意をしっかりとっ

てから事業実施に移行していければ一番いいかなというふうに思います。 

次に、相生物産館の関係ですけども、車いすのスロープなのですけども、私も実際
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に要望されている方を連れて現場を見てきたのですけども、駐車場の横に今柵つきの

スロープもあるということなのですけども、ちょうど車が駐車しましたら横に縁石が

あって、そこから何というのですか乗降もなるべくスムーズにできるというのは一番

望ましいかなというふうな形で話をされてましたけども、横に縁石を四枚程度しかあ

りませんけども、車いすだったら二枚でも間にあうと思うのですけども、これを取り

外して打ちっ放しのコンクリートかなんか、滑り止めも含めて舗装という点もあると

思うのですけども、これであればあまり金もかからないというふうなことで、やって

いただけるというふうな前向きなお話もありましたので、この辺も施工前に十分詰め

た形でお願いをしたいというふうに思います。トイレのタオルについてはわかりまし

た。 

最後に、外郭団体の町の職員や民間の定年者の雇用の関係なのですけども、これに

ついては、町長の同輩ですとか後輩がこれからどんどん退職するというふうな形で、

年金が非常に遅れていくというふうな問題で、これも町長も自分に置きかえて十分熟

慮いただきたいということが、まず大きな点でお願いをしておきたいなというふうに

思います。それで、何せこういう方法をとる場合については役場厚遇という形では民

間の批判も受けますので、民間の方にもそれぞれ仕事によって得手不得手、特技を生

かすいろいろ仕事というものもあると思いますので、この辺は両面併用で十分考えて

いただきたいなというふうなことでございます。 

それと再任用条例の関係をちょっとお話されていましたけども、ちょっと私も読み

ましたけども何か非常につまり何を書いてあるか余りわからないような部分もあって、

町の給与条例に載っていますけども、再任用の条例で言ったら非常に高い人使いをし

なきゃならないのかなというふうな印象を持っています。ですから再任用条例がいい

かどうかわかりませんけども相応の金額で使うということになれば、再任用ではなく

再雇用という形で、余り条例に縛られないで運用する方法がないかなということが実

感で思っております。 

具体的なちょっと話になりますけど、社協については今事務局長が役場から執行し

ておりますけども、役員も職員不足というふうなことがいろいろといわれていますの

で、この辺については予算の関係も絡みますけども定年された方で仕事を一生懸命や
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る方にとってはいいポストでないかなと思っていますので、人手不足と退職者の生活

というふうなことも含めて、この辺も両面でなるべく早く考えていただきたいという

ことが一つ。 

それと、もう一つはケアハウスの関係ですけども、これについては町費１，０００

万を出して施設すべてについては町のものでございます。定款やなんかで町の監督権

もあるというふうに思っていますけども、現状を申し上げれば満６５歳で５、６年経

過して年金も満額受給だというふうなことでございますので、この辺については後輩

が年金減額で困っているというふうな状況の中では、そろそろ美しい勇退も町のほう

から話をすべきでないかなというふうなことを思っておりますので、この点も十分に

考慮に入れていただきたい。ただ、組織体が違いますので、その辺は人のことですか

らもろもろいろいろ絡むと思いますけども、熟慮の上でしかるべき方法をとっていた

だきたいなというふうなことでございます。 

あと、町の振興公社については、やっぱり我々もパークだとかいろいろやるのです

けども、全体掌握のためにはやっぱり町、行政の経験者が一人ぐらい配置されている

ほうが何かといいのかなというふうな実感を持っていますので、この辺もすぐにはな

らんと思いますけども、検討課題としてぜひお願いしておきたいと。 

あと、ランプの宿については、町内外に人脈があって詳細は必要ないと思いますけ

ども行政とのパイプ役になれるようなことも含めて、ランプの宿も成否がかかってま

すので、その辺も検討の視野に入れて熟慮いただきたいなというふうなことでござい

ます。 

最後になりますけど、人活センターについては専門員がかわられたいという話も聞

いてますし、ここはやはり民間職種を十分生かしながら現場業務にも精通をしている

というふうな形の、やっぱりここは民間登用が最適かなというふうな感じを持ってい

ますので、これらを含めてまだ検討職場として足りない部分があるかもしれませんけ

ども、その辺総合的に十分ご検討いただきたいというふうなことで、再度の質問を終

わります。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） たくさんで出ましたので、ちょっと漏れた部分があればまた
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ご指摘いただきたいと思います。まず、シカの対策の関係ですけれども、東岡だとか

実際やる上で岩富、そういったところが随分入っているということで、そこを重点的

に考えるのかということで、これはまちづくり懇談会でも出ておりました。今、農地・

水・環境保全向上対策事業を使って補修したりはしているのですけども、特に東岡の

方たちはデントコーンの中にがさがさっていうとクマがいるのじゃないかということ

で、なかなか補修に行こうにも行けないというようなお話もされてたところですけれ

ども、こういうところも当然重点対象になりますけれども、今ちょうど議長のところ

も恩根も大変な状態になっておりますので、やはり全町的にここだけ重点ということ

ではなくて、それぞれ大変な状態で今出ているところですので、そんな形で進めてい

きたいというふうに思ってます。前回、自己負担が３％ということもあり、それも一

つの実際にやったときの農家の方たち記憶に残っていると思いますので、それも当然

これからお話しあい進めていく上で協議をさせていただきたいというふうに思ってい

ます。ただ、あのときは道営事業でやっていますので、結構単価も高くて今隣の足寄

町さんでも既に始まっているということですけども２回目ですね、それは随分安い半

分とまではいかないですけれども、それに近いような単価でやっているようなお話も

聞いておりますので、今は実際は２億６，０００万というお金は当時は道営事業でや

ったときはメーター７，６００円だったのですけれども、今２億６，０００万という

のは４，７００円で推定しているところでございますけれども、あと実際に本当にこ

こやるかどうかという場所も出てくるかと思いますので、それはまた事業費も下がっ

てくることもあるかと思いますけれども、できるだけそういう地元の意向も踏まえな

がらお金の面も含めて協議しながら進めていきたいというふうに考えています。それ

から、河川と道路もやれる方法があればそういうことに進めていきたいと思いますし、

また高さもこれも２．５から１．８メートルということで、本当にそれでいいかどう

か検討も必要だと思いますので、これも飛び越えて来るというよりも開いているとこ

ろから入ってくるというのが実態ですので、これも農家の方と実際に進める上ではし

っかり話しあってやりたいというふうに思いますし、滞納の問題もお話されておりま

したけれども、１回目の答弁のときにも言いましたように合意がなかなかその地域と

得られなければ、やはり難しい地区も、もしかして出てくるのかなというふうに思い
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ますけれども、やはり被害を食い止めたいというのが願いですので、よく話しあいな

がら進めていきたいというふうに考えているところです。 

 それから、相生の道の駅については、３台駐車場が障害者用があって、そこからす

っとこういうふうに上がれるのですけど、言っていられるのはここに止まった方のこ

っちに上がる部分だったかな、それは縁石がありますのでそれはまた何といいますか

改修可能であれば進めていきたいなというふうに思っています。 

私も以前、ちょうどでてこいランドの仕事をしていたときに平成９年のときでした

けれども、網走管内全部の町村の皆さんだとかボランティアの方に協力をお願いして、

全部のそれぞれの町の車いすで使いやすいところということですべてチェックをして

回ったのですけども、津別の町では当時、もうお亡くなりになりましたけども高栄団

地に住んでおられた加藤さんが車いすに乗ってられまして協力をしていただいて、全

部の公共施設やなんかを回ったのですけれども、一番評価が高かったのは味登利家さ

んが一番すばらしいという評価でございました。当時、津別病院が近藤先生も委員に

入っておられて、皆さんも御承知かと思いますけど、ちょうど津別病院の入り口、昔

は二段の段差があって、正面玄関長い入り口があったのですけども、それも先生のほ

うで全部取り払ってくれまして、今そのまますっと入れるような形になっております

けれどもそんなことで、できるだけバリアをなくしたようなまちづくりをしていこう

ということで協力をされてくれる方もいますし、そしてあと最近では木材工芸館の横

を平成２０年に駐車場を完備するときに、あわせて美唄の車いすで来られた方に全部

チェックをしてもらって、うちの担当職員も二人ついて、こうしよう、ああしようと

いうことで、あそこも車いすから降りてすぐ入れるようにしたことがございますけれ

ども、そんなことで相生の道の駅に限らず、またずっとチェックをしながらバリアフ

リー化に向けて取り組んでいきたいというふうに考えております。 

それから、外郭団体の関係については、それぞれさまざま出ておりましたけれども、

具体的に施設名もこう出てきましたけども、そのことはそれぞれケアハウスにしても

社協ですか、そちらのほうもございますがそれぞれ代表がおりますので、そことも十

分協議して進めていきたいなというふうに思っています。 

もう一つの流れとしては、最近でいけば、例えば訓子府町がそうなのですけれども、
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社会福祉協議会の事務局長を公募で募集して相当の方が来られて、結局何というので

すか自衛官の方が、防衛大学出た方が事務局長に入って来たということで、定年間近

ということで、そんなことで入ってきた例もあるということで聞いておりますけれど

も、職員はもちろん私の立場として考える部分と、それから広く人材を集めるという

ことも一方では必要なことではないかなというふうに考えているところです。 

それと、公社についても昔は二つに分かれていまして、一つは今もやっている管理

部門、清掃管理部門とそれからホテル部門ということで二つに分かれていましたけれ

ども、御承知のようにホテル部門は公社から外しましたので、今清掃管理だけをやっ

ているという状況ですけれども、定款を見ますとかなりいろんなことが書かれていま

して、食品開発から何からありとあらゆることができる株式会社になっているのです

けれども、そういう意味ではもっと事業を広めていくというか、そういう観点も必要

だろうというふうに思いまして、そこにはやっぱり今の形だけでは当然それは追っつ

いていきませんので、ものを考えたりとか、営業をやったりとか、交渉したりとか、

そういうことを経験を持った人たちをそろえていくということも大事かと思いますの

で、そんなことで公社そのものはむしろ大きくしていくというようなことで検討して

いきたいなというふうに思っています。 

また、ランプの宿もようやくこう見つかって今スタートするところですけれども、

実は社長さんからこの間採用試験がありましたけれども、津別町役場にほしいのが何

人かいるのだよなというふうなことを言われて、大変ありがたいなというふうに思っ

たのですけれども、そういうふうに人から認められていくということも大事なことで

すので、職員のこれからの再任用の問題も含めて、やっぱり６５歳にならないともう

年金が出てこないというのは非常に不安な状態ですので、それで自分でそれまでつな

いで行く方法をそれぞれが考えているかと思いますけれども、町としても町民の皆さ

んからそれはないだろうというようなことのない範囲で検討していきたいなというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） 最後になりますけども、シカ柵の関係については大体わかり

ましたし、いろいろこれも大事業ですから苦労が多く実行に移っていくのだというふ
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うに思いますけども、いずれにしてもこれは農家の助け合い的な要素もありますので、

料金関係については十分この辺詰めて支障がないようにお願いしたいと。 

それと、相生物産館の関係については、町長から前向きなお話もいただきましたの

で、やってもらえる場合は障害者の方に実際に我々が見てもやっぱり障害者の立場に

なって聞いているつもりでもわからない部分がありますので、やられる場合は何人か

の方に聞いてやってもらうと手戻りがないかなというふうな形でお願いをしておきた

いというふうに思います。 

 それと、最後の外郭団体の関係ですけども、これもいろいろ高齢化に向かって進ん

でいくお話もいただきました。いずれにしてもこれは、、役場だけを余り優遇すると町

民批判がもろに町長にきますし、我々にもくる部分がありますので十分町民バランス

を考えながら適材適所なり得手不得手を含めて十分考えて、できるものから早目に着

手をお願いしたいというふうに思いますので、それだけ申し上げて終わりたいと思い

ます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 相生の道の駅については実際に取りかかるときには、そうい

う車いすの人にも来ていただいて、こんな感じでどうだろうかということをお話しな

がら進めていきたいなというふうに思います。 

それから、外郭団体のほうにつきましては、なるべく手をつけれるところから早くと

いうことで、そう思っておりますし、これまでは定年になった職員今まで実は二人使

っております。それは水道と林務ということで特殊なものを持っておりましたので、

次の者が育つまでということで引き続いて１年契約で残っていただいた経過がござい

ますけれども、これも解消の方向になっているということでございますし、また先ほ

ど言いましたように、例えば丸玉さんなんかにも相当高い知識を持って定年を迎える

方もいるでしょうし、あるいはＪＡにもおられるでしょうし、そういうことも何かこ

う何というのですか事業を先ほどの公社も含めて拡大していくとなると、それはそう

いう知識も非常に必要になってきますので、そんなことも頭に入れながら進めていく

べきではないかなというふうに思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 次に、６番、白馬康進君。 
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○６番（白馬康進君） 〔登壇〕 最後になりましたけど、執行姿勢について私３点

ばかり通告してありますので、その３点についてお伺いしたいと思います。 

 まず、１点目でございますが、現状の行政組織において、今年度３月をもって管理

職を含めベテラン職員がこのさき５年間で３３人の大量退職者がいる中で、今後この

ことによって行政組織力の低下や業務の停滞などにつながっていかないかという一般

町民からも懸念があります。このことに対して、既に町としてグループ制を導入し、

機構改革をしていることはわかりますが、私はむしろ今後いろいろと想定されている

課題のほうが現実問題として心配しております。特に、人事管理の中で今後管理職員

としての登用に当たっての役割と任務に備えた人材育成などにどう対処し、取り計っ

ていくのか、また、さらに、このことを踏まえた今後の人事ローテーションを含めた

人事体制づくりを将来を見据えてどう備えているのか、町長の考え方をぜひ示してい

ただきたいと思います。 

 次に、２点目の人事評価制度と目標管理制度についてお伺いいたします。職員の人

材育成を目的とする人事評価制度の導入においては、さきの地方公務員法の改正によ

り国の方針でも示されているとおり、この先決して欠かせない必要な課題とし、さき

の町長の答弁では、できることから取り組んでいきたいと申しておりましたが、具体

的な評価制度をつくり、さらなる考えで実行していくのか、その点お伺いしたいと思

います。また、一定の住民サービス向上とコスト削減の成果を共通認識に基づく組織

としての目標管理制度においても不可欠なことだと、この先検討課題として進めてい

くことをさきに強調していましたが、現状どう考えているのか再度この機会にお伺い

したいと思います。 

 最後に、３点目といたしまして、アウトソーシングの取り組みについてお伺いいた

します。現状、指定管理者制度の活用はしているものの、さらなる外部委託を進める

必要があるということで、昨年より担当室長を配置して取り組んできていることはわ

かりますが、このことにおいては、早期に進められる分と、時間をかけていかなくて

はならないと思う分があると思います。この点、どう検討し実行しようとしているの

か。特に、現業部門のバス、機動、特養などにおいては民間移譲や民間委託も含めて

どのような視点を持って、またどのような考え方に立って進めようとしているのかあ
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わせてお伺いいたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 白馬議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 それでは、白馬議員のご質問にお答えしたいと思

います。 

 町政執行ということで３点のご質問がございました。まず、一つ目の大量ベテラン

職員の退職による今後の組織と人事体制についてということでございます。御承知の

ように２００７年問題ということで、団塊の世代が日本中でたくさん大量退職をする

ということで、そういうことがマスコミで流れていたわけでございます。昨年で日本

的なピークというのは過ぎた状況にありますけれども、津別町においては、それより

今少し遅れる形で進んでおりまして、大量退職がまさに今から始まってきているとい

うことで、議員がおっしゃったとおりこの５年間で３３人の職員が退職するというこ

とでございます。内容につきましては、この３３人の内訳でございますけれども、昨

年の１２月に早期退職した者もおりまして、その者を含めまして今年度中に６人が退

職ということです。それから、２２年度には、来年度は３名退職と、そして２３年が、

ここが一番多いのですけれども１１名退職と、そして２４年が４名、そして２５年が

９名という内訳になっておりまして、この５年間で４分の１の職員が定年を迎えると

いうことで、このうち今管理職は２０名でございますけれども、この５年間の中で、

このうち１６名が退職するという内容になってございます。人が入れかわるというこ

と自体は、職員の新陳代謝が進むというプラス要素ももちろんございますけれども、

一方でベテラン職員が大量退職するということで、マンパワーが低下していくと、あ

るいは実務上のノウハウが失われていくということが危惧されているところでござい

ます。このマイナス面をどういうふうに埋めていくのかということで、これまで職員

の大量退職を迎える前に、少数制で業務の推進と職員の総戦力化が必要だということ

で、そういう組織へということの移行がしていくことが必要だということで、平成２

０年にグループ制を導入したところでございます。また、各職場において、ベテラン

の職員の在職中に知識やノウハウを次の世代に引き継ぐ体制づくりというのが急務で

あるということを考えまして、平成２０年度より職員の採用を再開してきたところで
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ございます。しかし、知識やノウハウの継承につきましては、国の集中改革プランに

よりまして職員削減を今余儀なくされている中でございまして、将来必要な人材を前

倒しで採用していくということがなかなかできない状況になっているところです。現

実的には、定員管理計画の関連からなかなか理想どおり進んでいかないというのが、

そういう状況にあるということでございます。しかし、そうした中にあっても、手を

打っていかなくてはなりませんので、採用につきましては、この２年間で即戦力職員

ということも含めて林業技術者の採用を行ってきたところございますし、あるいはま

た、法令による障害者雇用もありますので、こういったことも進めてきたところでご

ざいます。来年度、２３年度の採用につきましては、ことしの町村会の採用試験でい

けばことし１０月にございますので、これまだ私の任期中の仕事でありますので、一

般事務職と専門職、それから新卒と即戦力、あるいは男性と女性、こういったことを

バランスを考慮しながら採用を来年度に向けて、また、この秋にしていきたいという

ふうに考えているところでございます。また、この５年間で管理職の８割が退職する

ということから、人事管理においてポストの交代を行政運営に支障のないように行っ

ていきたいと。そういうことを進めながら次世代のリーダーの養成を進めていきたい

というふうに考えているところです。あわせて分権の一層の推進が想定されておりま

して、人材育成を軸といたしまして今年度より始まる新行革大綱改革版、これを予定

しておりますけれども、この新しい大綱のアクションプランの中で職員研修の充実だ

とか、人材育成基本方針、これらによって役場の組織機構や危機管理が低下しないよ

うに引き続いて精力的に取り組んでいきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

それから、人事評価制度と目標管理制度の関係ですけれども、既に国では平成１８

年の１月から人事評価制度を施行しておりまして、２１年度から本格導入に入ってい

るところでございます。これは御承知のように給与構造改革の一つとしまして、勤務

実績の給与への反映、いわゆるこれまでの採用年次等を重視した任用だとか、年功序

列的な給与処遇、こういった人事管理を職員の能力だとか適正、あるいは志向、実績

等、こういったものを重視した人事管理へ転換しまして、これによって業務遂行能力

を向上していこうと、高めていこうとするものでございます。津別町におきましては、
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新行革大綱の中の取り組み項目としまして、グループ制の検討委員会を中心に調査検

討を行っております。これまで、２０年の２月には管理職を対象に人事評価制度研修

会を実施しましたほか、２１年度には制度の内容の理解と運用の課題を把握するため

に全管理職とグループ制検討委員会を対象といたしまして、８月から９月にかけまし

て人事評価制度のイーラーニングと、それから職場内の研修を実施してきたところで

ございます。今後、公表されます国家公務員の検証結果、あるいは先進自治体の取り

組み、こういったものを参考にしながら実施に向けて取り組みを進めてまいりたいと

いうふうに考えているところです。 

 次に、目標管理の関係でございますけれども、特にグループ制の導入後、組織力の

向上、事務の効率化、それから、事務処理ミスの防止などにつきましては、職場内の

コミュニケーションが不可欠とされておりますけれども、まだ十分な状態には至って

ないというふうに考えておりまして、本年度において目標管理制度についての職員研

修を予算化したところでございます。なお、この目標管理も含めまして、さきに申し

上げました人事評価制度と連動させまして、組織運営、人事管理上の課題解決につな

がるほかの制度などにつきましても研究、検討してまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

それから、最後にアウトソーシングの取り組み状況の関係です。これ幾つかこれま

で示した方針等々がございますので、いま一度ちょっと振り返ってみたいというふう

に思いますけれども、一つは平成１８年の３月に策定いたしました津別町新行政改革

大綱、ここで民間委託等の推進という項目がございまして、ここにはこのようなこと

を書いてございます。「住民サービスを効率的、効果的に提供するために、引き続き本

町の適正な管理に基づき、行政責任の確保、個人情報の保護や秘守義務の確保を図り

ながら、可能なものについて積極的に民間委託を推進する」というふうに記載してお

ります。さらに、指定管理者の活用につきましても、公共性、それから公益性の確保

をして、住民の福祉を増進するという公の施設の本来の施設の目的を効果的かつ安定

的に果たすことを基本にして、指定管理者制度の目的である公の施設におけるサービ

スの向上と管理経費の削減を図るため導入を検討していない他の施設の検証を行いな

がら、制度の活用の拡大に取り組みますというふうにしたところでございます。また、
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同じ平成１８年の３月に策定いたしました津別町職員定員管理計画、これの中には定

員管理計画の基本的な考えと方向性といたしまして、「これまで行っている退職不補充

とこれに伴う職員数の削減は、将来的な展望に立つと限界を迎えつつあることから、

すべての職種における今後見込まれる需要等の精査を行いつつ、業務の執行方法の徹

底した見直し、新たなアウトソーシングが可能な分野の発掘、施設管理における指定

管理者制度の導入等により定員の削減を目指していくものとする」というふうに載せ

たところでございます。さらにまた、同じ１８年の１１月には御承知の自主・自立ま

ちづくり推進計画が策定されまして、ここでもさらなる公共サービスの見直しと行政

としての方針の確立の中で見直しの基本的な考え方として、これらの公共サービスは

前例にとらわれず行政が行うべきことか、時代や要望に則してしるか、他の担い手は

いないか、効率的に推進することはできないかなどについて見極めて行うべき事項を

選択しなければなりませんというふうにしたところでございます。こうした方向に基

づきまして、現状の取り組みについてでございますけれども、ことしの４月から御承

知のように指定管理者制度を再開する森の健康館をはじめといたしまして、相生総合

交流ターミナル、それから堆肥製造施設、２１世紀の森キャンプ場、それからグレス

テンスキー場、そしてペレット製造施設のこの６施設、これを指定管理者制度を活用

しているところでございます。そして、２１年度は、行政経営推進室において、指定

管理者制度に関する基本方針と民間委託等に関する基本方針を作成いたしまして、積

極的に検討を行い対象となる事務事業を洗い出すとともに、近隣市町村の動向の調査、

あるいは資料の収集を今行ってきたところでございます。さらに、副町長及び管理職

のメンバーによりまして、外部委託検討委員会を設置しております。ここで、特養、

デイサービスについて検討いたします介護サービス部会、それから、町営バスの運行

と機動業務を検討いたします町営バス機動部会の二つの部会を設置したところであり

まして、今年度中、２２年度中に方向性をまとめるというふうに進めているところで

ございます。このほか、社会教育施設だとか、あるいは公衆浴場、それから町営牧野、

これらもありますけれども、これらにつきましても今年度中に条例の整備を行いまし

て、２３年度当初から指定管理者制度の導入を図ってまいりたいというふうに準備を

進めていきたいというふうに考えているところでございます。 
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よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 暫時休憩をします。 

 

             休憩 午後 ２時５６分 

             再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 白馬康進君に発言の続きを許します。 

 ６番、白馬康進君。 

○６番（白馬康進君） 執行姿勢の中では、人事の問題についてはこれは町長の裁量

権を持ってますから、私どもが側からどうだこうだと言っても町長の考えひとつによ

ってこの方針というのは変わってきますので、先ほど答弁しましたけど私は３つとも

答弁聞きまして、町長自身の方針というものが余り私は答弁として聞かされなかった

ということに対しては、ちょっと私の見解を含めまして再質問ちょっと長くなるかも

しれませんけど、ひとつこういう問題は私なりの見解もありますので、町長ぜひひと

つこういうことで聞いているということでご容赦願いたいと思います。 

 私は、さっき山内君の町長２期目を目指すのかという発言を聞いたときに、私は目

指す目指さないよりも、町長には２期目を目指すつもりでこういう質問をしています

ことをまた認識していただきたいと思います。当然、そこにやっていく気持ちがある

かないかも含めて聞いてますから、やめるならやめればいいし、やるのならやればい

いし、それは町長が決めることですから、このことを踏まえまして再度質問したいと

思いますのでご容赦願いたいと思います。 

 私は、まず、１点目の関係につきましては、数の関係から見まして今回３３人の、

５年で４分の１の職員がやめていくと。そのうち１６人管理職が２０名ないし１６人

の管理職が８割やめていくと。やっぱりこの件について非常に心配している部分で、

今後の人事を、組織づくりをどうするのだということでお伺いしています。これ、確

かに危惧されていることはわかりますし、また、町長が言うとおり知識やノウハウを

引き継いだ継承もしていかなきゃならないということで、これは中身がどうだという
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のではなくて、当たり前の言葉を聞いてそういうふうにしていかなかったらだめだと

いうことで答えをいただきました。また、６年間補充をしないで、２０年、２１年か

らグループ制によってこういう二人ずつ補充もしてきたいということで、そのひずみ

も私はあったことは十分認識しておりますけど、ここにきてこの団塊の世代がうちの

場合は一挙に退職者を募ることになったということで、大変きつい段階が来たなとい

う感じで思ってます。そこでお聞きしますけど、よく組織は人なりと申しますが、組

織の活力を与えるのは、やっぱり人の動きによって、また人の配置によって組織全体

の盛り上がりが上がってくるのではないかと思います。そのためには、何と言っても、

やはりまず第一には人材、人を育てることがまず第一だと思います。そこで、今日グ

ループ制をしている現状の中では、なかなか本来のグループリーダーとしての役割と

か任務が発揮されていないようにも見えてます。私は常に役場に来ていますけど、形

の中で見えるような状態にはなってきてない。特に、管理職としての目配り、気配り

が十分いまいち届いていない、要するにチェック機能においては薄れているのではな

いかという感じもしております。もちろん管理職は一生懸命やってますけど、ですか

ら、今までのように人事処理ミスなどが発生しやすくなる傾向が出てきているのでは

ないかと思います。要するに責任体制づくりの組織づくりができてないのではないか

と、この辺が私は重要に思ってます。それと同時に、先ほど町長申しましたけど、管

理職としての後継者づくり、指導育成、人材育成、業務の伝承、これらをやはり考え

ますと、このことにおいても十分やっぱり発揮してないというか、これからこういう

道のりを行きますからやるのでしょうが、この辺が具体的に見えてこない。そこが私

はもう一度町長に再度聞きたいわけですから、この件について、こういうふうに考え

ているのだとか、こういうふうにやるのだということぐらいは、再度再質問の中で求

めますのでお願いいたします。 

 それから、人事評価制度について、これは私は前にも質問した経過がありまして、

今回再度質問したわけでありますけど、町長の答えを聞きますと、研修をし、先進地

の事例だとか、今後実施に向けて取り組んでいきたいと。そして、新大綱の取り組み、

策定の中でも庁内で十分検討を図りながら今後進めていきたいという。これは一遍ど

おりの答えでありますので、このことについて私はなぜこれ今こういう質問を進める
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かということは、確かに難しい点もわかりますが、このことは前任の町長のときから

課題でもあり、早く結果を出すことが必要だと思います。特に現状の人事管理の中に

おいて職員の昇給だとか、昇格においては客観的な今物差しがないと思っております。

この辺は現状は職員の昇格などは、やはりこういう職員の平等性から申しまして、ま

た能力やその資質の向上から見まして、こういう評価制度をもって、やはり昇格をさ

せるということが今求められているのではないかと思います。ですから、私は、これ

らも早い段階で試行も含めながらやはり実行してほしいということで再度申し上げて

おります。これらを考えますと、やはり今の状態では、年功序列型の中で閉塞感が職

員の中にも出てきます。これは、今までの流れから見ても当然出てきているわけです

けれど、この辺は町長、じゃあこれから登用していく人間においても、管理職として

リーダーとして登用していくには、どういうような物差しで昇格をさせているのか、

この機会に町長の考え方も聞きたいと思います。 

 それから、３点目のアウトソーシングの問題におきまして、来年からは一応浴場だ

とか、身近な体育施設においては、とり進めたいということで聞きました。今、６施

設町長も言ってましたけど指定管理者制度に載っていることも私は基本的には押さえ

てますけど、より身近なものについては、先ほど答弁いただきましたけど、それでは、

この点について再質問したいと思いますけど、やはりこれらの問題はすべて受け皿に

問題があると思いますから、私は簡単に進むものではないと思います。特に、このア

ウトソーシングの考え方というのは、職員が今までと同じような業務量だとか、同じ

ペースで仕事しているようではだめであると、できるだけやはり今後職員数の削減を

下がらないようにするには、これらの業務の効率の上でも早期に外部委託なり民間移

譲に進めるべきだということで、これは最初からの考えできたのだと思います。より

推進を検討し図るべきだとは思いますけど、今、やはり見ますと職員はいずれ将来８

７人体制に人事定員管理の中で募っております。これは、単純に蓄積した人数を８７

って押さえているわけでないです。このアウトソーイングが進むことによった計算も

入れて８７人と押さえてるのではないですか。ですから、そこをもう少しこういうこ

とが進まないようでは、やはり私はこの人数というのは、この後、大変な問題が出て

くると思いますから、その辺はやっぱり積極的に考えていかなきゃならないと思いま
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す。確かに、今のバス事業だとか、機動、特別養護老人ホーム、これらはやっぱり民

間譲渡するとなったら、これこそ受け皿がなかったら簡単にできません。身近に美幌

町が４月から民間移譲で特養もやります。つい最近の新聞では、置戸も民営化に２４

年からやるということで発表しています。町長は、先ほどの答えでは、やるかやらな

いかということを今検討しているということで、やはり現業部分においても私は状況

はわかりますけど、職員の配置問題もありいろいろと進められませんけど、やるかや

らないかということだけぐらいは、きょう答弁の中ではっきりしてません。やれない

のならやれないと言えばいいし、そんなもの何年もかけてスピード化もしないで、い

つまでもこんなのをやっていても私たちも同じことばっかり議会に出て来て言えない

のです、はっきり言って。ですから、そのぐらいの答えはきょう出してほしいと思い

ますので、もう一度ひとつお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） それでは、まず、グループ制をこう今ずっと本来的にはこと

しの４月から第２弾に入っていこうという考えで、この２年間進めてきたわけですけ

れども、なかなか思うようにいかないというのが実情でございます。事務処理等のミ

スというのもこの間幾つか出てますけれども、これは実はできるだけこういうものは

オープンにしていこうという態度をとっているものですから、私も長い職員生活の中

で、これはかつてもいろいろありました。それは、内部で処理するのではなくて、こ

ういうものが出てしまいまして、こういうふうに対応しますということで、これはこ

ちら側の姿勢として、皆さんにお伝えをしながら改善していこうという態度をとって

いるということで、ご理解をいただきたいというふうに考えているところです。 

 それから、活性化するためにこういうグループ制、それから職員が定年を迎えてい

くというようなことなのですけれども、コミュニケーションというのがやっぱり一番

大事な話だろうというふうに思ってますので、課のコミュニケーションを深めるため

にいろいろ研修をとったりしてますけれども、実はことしの４月にはまた例によって

人事異動があるのですけれども、今年度から課長というか管理職の辞令はこちら側で

だれだれどこ課長だとか、どこ主幹だとかというのを出すのですけれども、主査職以
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下につきましては、例えば企画財政課配置だとか、保健福祉課配置だとかということ

で人数の配置だけをしまして、そこにあとだれがどのセクションにだれをつけてやっ

たほうが一番効率的で、どううまく動いていくのかというのは、そこの担当課長が一

番よく知っている状況になりますので、それは課長の権限を持ってやっていただくと

いう方向に今回とりたいというふうに考えています。ただし、そのときにその課長が

異動するということもございますので、それは新しくなる課長とそれから別の場所に

行く課長と、それまでの課長と十分協議をする、話し合いをする時間も必要だろうと

いうふうに思っています。その後で主査職以下の発令をするというような形になって

いくのではないかなというふうに、課長職でしっかり課が有機的に動くような体制づ

くりを考えていただこうと、そういう方策をとっていこうというふうに考えていると

ころでございます。 

 それから、もう一つ、これからちょっと検討に入ろうと思っていたのですけども、

実は二年前に自分はどこで仕事がしたいのかということを、希望調書みたいなのをと

ったことがあります。大体２割ぐらいの職員からここでやりたい、働いてみたいとい

うのが出てきたわけですけれども、もちろん行き先が随分たくさんの人がダブってし

まって、みんな行かせるというわけにはいきませんので、そういうのもありましたけ

れども、そろそろ２年たってやってみようかなということで考えていたのですけれど

も、たまたま今南アルプスで、そういう自己申告制度をもって１０月ぐらいに大体次

の年の４月に異動のために、秋口からそういう自己申告の希望をとるという制度でや

っています。そういうせっかく交流をしているものですから、そことのやり方を勉強

してみたいなということで、今担当課長のほうでいろいろ詰めているところですけれ

ども、それを津別流に少しアレンジしていく形になるかと思いますけれども、そこで

はやはり自分の能力はこうで、こういう資格も持っていて、こういう特殊的なものも

持っていると、だから自分はここで働きたいのだというようなことを自己申告すると。

一番やりたいのはここ、もしそれがだめなら二番目にやりたいところはここと、三番

目にやりたいところはここと。あるいは、自分の性格上非常にここにマッチしている

ので、今しばらくここでやらせてほしいというようなことも含めて、きちっと出して

もらって、それをしっかり見て、そしてもちろんそのときもきっとここの第一希望が
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ある箇所にたくさん集中するということもあり得るのですけれども、それは人事担当

も含めて、そして最終的には私のところの判断も含めて配置をしていきたいと。そう

いう制度もこれから、一回やったのですけどもっと制度を高めたやつ、これをやって

みたいなというふうに考えているところです。 

 それから、外部委託の関係ですけども、これやるかやらないかというよりもやる方

向で今進んでいまして、ただ、幾つか検討を進めていく上で、今、行政経営推進室と

いうのを２１年度の当初から設けたわけですけれども、実際にやる上でいろいろ問題

が出てきます。例えば今白馬さんがおっしゃいました、この間新聞で、置戸町さんが

こういう格好で特養を民間移譲していきたいということが出てましたけれども、その

検討していくというのは、受け皿がどこを想定しているのかというのがあります。新

たな法人をつくるのか、それともどこか医療法人にお願いしていくのかだとか、ある

いは、現在ある社会福祉協議会のほうに移譲していくのか、そういうやり方としては

さまざまあると思いますので、それを今検討し始めようというふうな考えていると思

いますけれども、もう管内でも検討するというのは、もう残っているのが今の置戸町

さんも含めてあと津別、それから小清水、それから佐呂間、この４つしかもう残って

いなくて、あともう実際に美幌町さんのようにもう移行過程にあると。それから、紋

別さんも移行過程にあるということですから、そういう中で、津別も移行を前提にし

て考えていますので、それを何というのですか壁としてあるのも事実ですので、それ

を一つ一つクリアしていこうということで今進めているということで、問題はバスに

しても、機動にしても、こちらから移すと言ってもやってくれるところがなければこ

れはできない話なものですから、それは本当にでき得るのかどうかというのも、それ

はまだいろんなところと協議をしなくちゃならないということで十分まだ説明できな

いような状態にありますけれども、考え方としてはそういうふうにやるかやらないか

と言えば、やる方向で今進んでいるということでご理解をいただきたいと思います。 

それから、８７人というのが、何かこれある種の呪縛みたいになっているのですけ

れども、これはアウトソーシング等々組み入れて具体的に８７というのを想定したも

のではございませんで、これは何度も申し上げてますように、当時、集中改革プラン

で職員の定数管理計画をつくったときのこの最終目標８７というのは、当時の類似団
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体の職員数、それと津別町の人口推計が人口問題研究所から出てましたので、それと

かみ合わせていくと大体この８７というぐらいになるだろうということで出した数字

でありますので、一個一個積み上げてやった数字ではありませんので、当然これは見

直しが必要になってくると思います。アウトソーシングが進むと、それによって当然

数も変わってきますので、とりあえず今前期の５年が今過ぎました。今月で過ぎるわ

けですけれども、流れとしてはマイナス１で進んでいますので、ほとんど目標どおり

前期は進んできたわけですけれども、後期に向かって、これからより具体的に民間委

託等々進んでいくだろうというふうに考えてますし、先ほど谷川議員さんのところで

もお話ししましたように公社の拡大も含めて考えていくと、そこで新たな公共を受け

皿として持っていくということも方法の一つとしてあるだろうというふうに思います

ので、それらを含めて、職員のあり方を考えていくということですので、８７という

のは絶対な数字というふうには思っておりませんので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○議長（鹿中順一君） ６番、白馬康進君。 

○６番（白馬康進君） ちょっと町長答えてない部分もありますけど、それはそれと

して今の答えの中で、ちょっと私もう一回質問させていただきます。 

 最初に、２回目の答弁の中で、職員としてグループ制の中で配置していくには今後

課長に権限を少し責任を負わせて、４月からの人事異動で課長職がやはり有機的な、

機能的なやっぱり考えできちっと目配り、気配りをしていくような責任体制をとらす

ということでありますので、そういうことで私は理解しますけど、やはりさっき言っ

たとおり、なかなか今の管理職の人たちも仕事の量が減らない、そしてグループ制に

したら今度は垣根をとって幅が広い、そしてやっている人間は相変わらず同じことに

取り組んでいる。その中で、今までみたく係長制度だったら、その係の中で係長が目

配りがいくけど、全体を今度はグループリーダーが全部を仕切るということは、これ

はなかなか言葉で言うけど私は今の管理職の業務状態を見て、なかなかこういうこと

にはならないのではないかなという感じもしますけど、一応そういうことを考えてい

ることはそれなりにいいですけど、実際にそういうふうにひとつしていってもらうよ

うにお願いしたいと思います。 
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 それから、職員の自己申告制度、俗に言うこれ適材適所の配置みたいなものですけ

ど、これらもやはり一つの人事評価の導入につながるような、一つの形になってくれ

ればいいなと思います。やっぱりこれらも今町長が言ったように申告して、いろいろ

な持ち分で、やはり資格持ったとかいろいろあるから、そういう面での人事を配置す

るということでないかと思うのですけど、やはりこれらも十分吟味してやらなかった

ら、そこに張り付いた人間がいつまでもそこにいて動かない、今の実際のうちの課長

職のところにも張り付いたまんま、もうそこに人がその人がいなくなったら全く引き

継ぎもできないし、その分野の仕事が伝わっていかないと。だから最後までそこにい

るしかない。うちの場合の管理職を見ますと平均年齢が高いですから５５ぐらいで管

理職になっても、せいぜい４、５年でやめざるを得ないと。で、やっぱりこの下のほ

うの４７ぐらいの平均から管理職になるのがもう６０そこそこになってくると、やは

り経験したくてもできないと。ですから、町長もいみじくもさっきこれからの職員と

いうものは、やっぱり配置によっていろいろかえていくと言いますけど、やっぱり職

員だって心構えがあるのですよね。そこに管理職にすぐ行ったからって、すぐ即戦力

になっていくかと。私たちも議会に来て、今いる管理職とはコミュニケーションはと

ってますけど、これから上がってくる人たちはコミュニケーション不足だし心構えも

なかったら、すぐその部分で今言ったような形の中で、目に見えた形の中で役割だと

か、任務ができるかというのは、これは非常に難しい問題ですけど、その辺にもう少

しやっぱり副町長がいるのですから、やっぱりその辺の考え方を入れて少しやっても

らいたいなというのが、私は今回のねらいであります。特に職員については、この前

期の５年間で三十何人、１０年を通せば６０人の退職者、そのうち管理職が２０人や

めるということは、はっきり数字の上で出ているのです。だから今からこれに対して

の道筋というのか、組織運営のためのきちっとした人づくりだとか、そういう体制づ

くりを構築してほしいということを私は求めているわけです。特に私はちょっと思う

のですけど、やはり前から言われているとおり、今行政が担っている仕事が多いので

はないかと思います。アウトソーシングもさることながら。やはり、前から言われて

いるように住民サービスの提供は怠っては困るけど、やっぱり私は今の職員の数の中

で、これからもだんだん減っていく中で、あんまり役場に頼っているのも悪いかもし
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れないけど、担い過ぎていると思うのです。ですから、前から言っているとおり地域

は地域、住民は住民の役割と。私はさっきのごみの問題どころでない、ごみに限った

ことでない。ここをきちっと住民との話し合いの中でやっぱり進めていかなかったら、

いつまでも役場頼りだ、いつまでも役場の職員はこういう行政のことを背負っていか

なきゃならい。もうこれだけで手いっぱいの仕事しているのですね。そのほかに今度

は地方分権で仕事は来ます。ですから、パソコンが来ようが、コンピュータを置こう

が全然改善されていないというのが現実でないかと思います。そういうところにやっ

ぱり行政の中身の中で、運営の中でやっぱり少し整理をしながら、そして職員を育て

ていくのが私は大事なことでないかと思ってますので、ぜひひとつそのことも踏まえ

て、もう一回答弁してほしいと思います。 

 それから、人事評価においては、今日の行政組織においてはできるだけ、やっぱり

さっきも言ったとおり平等でない年功序列型を廃して、能力、成果主義に基づいて幹

部職員の登用、そしてそれなりの考慮をしなさいという、そのときのやるときの時期

がきているということは、強く国も言っているのですよ。ですから、私は、先ほどの

答えだけでなくて、早くぜひ取り進めて実現可能なものにしてくださいということを

言っているのですから、これはちょっと私は進まないような気がしますから、この辺

は町長も前に言ったとおり、くどいけどやれるものからやると言っているのですから、

ぜひひとつそういうことで取り組んでいただきたいなと思ってますので、再度答えを

求めたいと思います。 

 人事の件は町長の頭の中でいろいろ考えている構想もありますから、あんまり深く

踏み込んでも、町長が今私の言ったことに対しての考え方だけもう一度聞かせていた

だきます。 

 最後に、私は、大変苦言でありますけど、町長も気苦労しているかもしれませんけ

れど、私は会社であれば当然町長は社長でありますから、その経営方針においては社

長の方針に逆らうことはできないと思うのです、職員も。町長が町のトップとして方

針を決定させていく責任があるのではないかと思います。ぜひひとつ先ほど言ったと

おり大綱がどうだとか、庁舎内の会議がどうだとか、もう少し町長のリーダーシップ

の中でこういうものをきちっと発揮して、私は実現のほうに向かっていただけること
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を期待してきょうの質問をしていますので、ぜひひとつ前向きにもう一度答弁をお願

いして、再質問の答弁を終わりたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） グループ制こうやってやって、そこでいろいろ問題点等々十

数回にわたって今もこう話し合われているところでございますけれども、議員がおっ

しゃいましたように係長制度というのも、それはひとつの昔そういう目配せがきいて

ということも確かにそういうことも話し合いの中で出ています。その報告書なんかも

目を通して読んでいるところですけれども、しかし、これから数がもとの数に戻して

いくというのは不可能な話ですし、以前は２００人近い職員がおりましたけれども、

それだけいるということは、今議員がおっしゃいましたように、この１０年間で６０

人もやめるのだぞということですけれども、昔でいけばもっとやめているはずなので

すよね、同じ１０年という単位で見れば。ただ、その中でずっと満遍なく人をとって

きたものですから、うまいことつながってきたというのが実情なのですけれども、御

承知のように平成１４年から１９年の間は、採用ゼロが６年間続いたということです。

そのしわ寄せが、当時からそれはわかっていたはずなのですよね。わかっていたので

すけれども、その時代がなかなか許さなかったというのも、またわかっていた話なの

です。そして、ここの時代を迎えたのですけれども、２０年からそれに少しでも穴埋

めをしていこうということで職員の採用を開始しているところですけれども、それで

もその６年間のブランクを埋めるということは相当厳しい状態にあるというのは全く

そのとおりでありまして、そこのところが一番頭を痛めているところです。ですから、

単なる採用も単純にではなくて、やっぱり年齢構成だとかさまざまなことを考えなが

ら採用してきたつもりですけれども、本当はもうちょっとばらつきがほしいのは事実

なのですけれども、受けてくる方が何というのですか決まってますので、その中から

選ばざるを得ないというのがありますので、必ずしも思ったとおりの年齢のばらつき

を持って採用するとうことはでき得ませんでしたけれども、意識しながらそういうふ

うに進めてきているという状況でございます。そんなことで、そういうふうにしてい

くと、これからの体制というのはどうしても数が少なくなっていきますので、課長職

がある意味では昔の一時期津別にもありましたけども部長職的な要素になってきて、
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そして、主幹の方たちがグループリーダーというのか、今国のほうではよく班長とい

う言葉で言っていますけれども、そういうふうにして管理職の人がそのグループグル

ープの係長的なことでまとめていくというようなことも、これは正直第２弾のことし

の４月から、その構想は皆さんにも当時議員でおられた方たちには、当時の検討資料

だとか、こういうふうになっていくだろうということはお渡ししているから頭に入っ

ているかと思いますけれども、そんなことがちょっと遅れてますけれども、方向性と

してはそんなふうになっていくのかなというふうに考えているところです。役場の仕

事そのものが本当に多くなってきてまして、議員がおっしゃっていただきましたよう

に役場の職員大変だと、本当にそういう状態になってきています。あれもこれも、あ

れもこれもという中で大変な状態になっていますので、それで例えば篠原さんのお話

のときにも、なるべくそれを全部役場がカバーしてやっていくということは困難な時

代になってきていますので、これを一緒にやっていきましょうと。これやってくださ

いと言うと、あんたの仕事をおれに押しつけるのかということになってしまうもので

すから、これを一緒にやってもらえませんかということで、少し負担軽減をしながら

分担しながら進めていくという、その取り組みは進んできているというふうに認識し

ておりますので、さらにそれが拡大する方向に持っていければいいというふうに考え

ているところです。 

 それから、管理職になってもなかなか即戦力にはならないというのは、それは自分

も管理職になったときにそうでしたし、やっぱり３年、４年、５年とやっている管理

職のかわりに行っても、それは何だか下の人から見れば頼りないなというところがあ

ったかと思うのですけど、それは経験を積む中でやっていくようになりますので、問

題は自分が管理職になってそこに行ったときに、そこの課で何をしなくちゃならない

のかということがはっきりわかってないと困るものですから、それは例えば、Ａ課長

とＢ課長が引き継ぎをすると、異動になるのでということで。それはお互いに業務と

して、あるいは主査同士で業務として出しますけれども、それはある意味で個別の情

報交換になっているものですから、その課全体の中で一年の仕事をとおして何をして

いく課なのかというのを、やっぱり年間スケジュールというものをしっかり書いて、

これはいつまでにこうしなくちゃいけない、もうこの辺から取りかからないとだめだ
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よとか、ことし新たな予算で入ってくるものは、こういう項目があるからもうこの辺

から取りかかろうというような、そういうその課の一つのスケジュールというのがで

き上がっていないと新たに管理職に行っても、あるいは新たに主査職で動いて行って

もやっぱり不安だと思うのです。ですから、そういうことをやっぱりきちっとしてい

こうということで、行ったら実際にやらないとわからないことありますけれども、イ

メージとしては大体伝わってくるというような状況もやっぱり確保していく必要があ

るというふうに思いますので、それも取り組んで進めていきたいなというふうに思っ

てます。 

最後に、やっぱり何だかんだ言っても、私がしっかりしていないとだめですので、

それはしっかりまたこういうふうにいきたいということ、基本的にはこの町政執行方

針になるのですけれども、節目節目の中で職員と話を進めながら、そこが進んでいる

か進んでないか、進んでなければなぜ進んでないのかというようなこと。あるいは、

よくここまでやったねということは、ちゃんと評価をしながら執行していきたいとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） これで、一般質問を終わります。 

 

    ◎延会の議決 

○議長（鹿中順一君） お諮りします。 

本日の会議はこれで延会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 

◎延会の宣告 

○議長（鹿中順一君） これで延会します。 

あすは午前１０時から再開します。ご苦労さまでした。 

          （午後 ３時４７分） 
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